
６
月
１４
日
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震（
Ｍ
７
・
２
）が

発
生
。
中
国
・
四
川
大
地
震
と
似
た
中
山
間
地
の
災
害

だ
。
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
で
、
地
盤
が
崩
壊
し
道
路
を

寸
断
、
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
た
。
せ
き
止
め
湖
出
現

や
決
壊
、
大
規
模
な
崖
崩
れ
は
自
然
を
破
壊
し
地
球
環

境
に
も
影
響
す
る
。
７
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
焦
点

は
気
候
変
動
に
よ
る
温
暖
化
対
策
。
洞
爺
湖
も
８
年

前
、
有
珠
山
が
大
噴
火
し
た
。
国
民
を
守
る
た
め
に
最

も
大
事
な
「
治
山
治
水
」
。
今
こ
そ
国
土
形
成
、
国
土

保
全
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯

に
あ
り
、
大
海
洋
プ
レ
ー
ト

が
沈
み
込
む
大
陸
縁
辺
の
急

峻
な
弓
形
の
列
島
・
日
本
。

地
震
と
火
山
、
台
風
に
よ
る

洪
水
は
宿
命
だ
。
半
面
、
南

北
に
長
い
国
土
と
温
暖
な
気

候
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
豊

か
な
水
は
、
美
し
い
自
然
と

恵
み
を
も
た
ら
し
、
命
を
育

む
。
わ
が
国
は
こ
の
自
然
条

件
と
折
り
合
い
、
時
に
闘

い
、
居
住
域
を
広
げ
て
き

た
。
営
々
と
積
み
重
ね
た
近

現
代
の
土
木
技
術
は
、
世
界

に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
四
川
大
地
震
は
じ

め
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な

ど
自
然
の
驚
異
は
人
々
の
予

想
を
上
回
り
、
自
然
災
害
に

対
す
る
国
土
の
弱
さ
も
露
呈

し
た
。
生
活
を
守
る
た
め
自

然
と
対
峙
、
あ
る
い
は
協
調

し
、
風
土
や
景
観
と
調
和
し

た
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

被
災
地
に
近
い
道
の
駅

「
路
田
里
は
な
や
ま
」
や「
厳

美
渓
」
は
防
災
拠
点
機
能
を

発
揮
。
自
衛
隊
や
警
察
な
ど

救
援
部
隊
に
、
駐
車
場
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
開
放
し
て
支
援

し
、
お
に
ぎ
り
も
提
供
。
東

北
の
全
道
の
駅
は
、
道
路
被

害
状
況
や
規
制
、
広
域
道
路

情
報
を
掲
示
し
て
い
る
。

道
路
利
用
者
が
「
道
の

駅
」
に
求
め
る
役
割
も
変
わ

っ
て
き
た
。
０４
年
１０
月
の
新

潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
６
・

８
）
で
は
、
道
の
駅
が
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
、
脚
光
を
浴
び
た
。
地
震

直
後
か
ら
小
千
谷
市
や
川
口

町
な
ど
６
つ
の
「
道
の
駅
」

が
被
災
者
の
避
難
場
所
や
支

援
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

た
。十

日
町
市
の
「
ク
ロ
ス
１０

十
日
町
」
は
炊
き
出
し
を
行

い
、
駐
車
場
に
仮
設
住
宅
を

建
設
。
新
潟
市
の
「
豊
栄
」

に
は
被
災
地
情
報
を
入
手
す

る
人
々
が
集
ま
っ
た
。
川
口

町
の
「
越
後
川
口
」
は
避
難

場
所
に
活
用
さ
れ
「
ち
ぢ
み

の
里
お
ぢ
や
」
な
ど
、
温
泉

施
設
が
あ
る
道
の
駅
は
、
温

泉
を
無
料
で
開
放
し
た
。

道
の
駅
は
普
及
当
初
、
駐

車
場
、
ト
イ
レ
、
公
衆
電
話

な
ど
２４
時
間
利
用
で
き
る
利

便
性
が
目
標
だ
っ
た
。
今
は

各
地
で
施
設
が
充
実
。
０７
年

４
月
、
東
京
で
初
の
「
八
王

子
滝
山
」
が
出
来
て
全
都
道

府
県
に
道
の
駅
が
揃
い
、
登

録
は
８
８
０
駅
に
な
る
。

富
山
県
高
岡
市
に
４
月
、

「
防
災
」
の
役
割
を
担
う
道

の
駅
「
万
葉
の
里

高
岡
」

が
オ
ー
プ
ン
。
非
常
用
発
電

装
置
や
消
雪
用
井
戸
水
の

「
濾
過
（
ろ
か
）
装
置
」
、

断
水
で
も
利
用
可
能
な
ト
イ

レ
な
ど
「
防
災
機
能
」
を
備

え
地
域
の
期
待
を
集
め
る
。

栃
木
県
藤
岡
町
の
国
道
５０

号
沿
い
に
も
防
災
拠
点
機
能

を
備
え
た
道
の
駅
「
み
か

も
」
が
完
成
。
ト
イ
レ
、
非

常
用
発
電
装
置
、
情
報
発

信
、
貯
水
池
、
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
整
備
し
て
心
強

い
。自

治
体
に
は
住
民
へ
の
災

害
支
援
体
制
は
あ
る
が
、
旅

行
者
は
災
害
時
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
。で
も「
道

の
駅
に
行
け
ば
情
報
が
あ

る
」
と
知
れ
ば
安
心
だ
。
被

災
時
の
支
援
拠
点
と
し
て
、

道
の
駅
に
寄
せ
る
旅
行
者
の

期
待
は
、本
紙「
読
者
の
声
」

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
は

っ
き
り
出
て
い
る
。

旅
行
者
も
ま
た
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
「
道
の
駅
」

を
活
用
す
る
。
道
の
駅
の
新

た
な
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
は
緊
急
医
療
情
報
、
医
療

施
設
の
併
設
、
情
報
発
信
基

地
の
機
能
な
ど
「
道
の
駅
」

の
充
実
を
考
え
る
時
だ
。

締めよう後部座席シートベルト

旅
行
者
の
利
便
か
ら

地
域
支
援
の
役
割
も

特集「防災」と「道の駅」

日本風景街道一輝く人たち

シンポジウム「ユニバーサル社会を目指して」

新しい道の駅の登録

特集「観光道先案内人」

国土学事始め なるほどロード

話題の道の駅、「人と道」考えるアンケ

グリーンツーリズム 民宿のおかあさん

読者の声 おもしろ万葉集

クイズ・プレゼント
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１５

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
山
全
体
が
崩
落
し
た
宮
城
県
栗
原
市
の
現
場

∥
６
月
１４
日
午
後
２
時
５７
分
、
毎
日
新
聞
社
ヘ
リ
か
ら
撮
影
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震
源
地
に
近
い
道
の
駅
、

栗
原
市
花
山
の
「
路
田
里
は

な
や
ま
」
。
断
水
で
レ
ス
ト

ラ
ン
は
休
業
状
態
だ
が
、
山

形
県
や
首
都
圏
か
ら
駆
け
つ

け
た
警
察
の
救
援
隊
が
前
線

基
地
と
し
て
使
っ
て
お
り
、

売
店
は
営
業
を
続
け
る
。

店
長
の
三
浦
勇
市
さ
ん

（
３９
）
は
「
助
け
に
来
て
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
お

に
ぎ
り
、
飲
み
物
な
ど
割
引

販
売
す
る
、
と
会
社
（
旧
花

山
村
、
旧
通
産
省
系
公
益
法

人
な
ど
に
よ
る
第
３
セ
ク
タ

ー
）
で
決
め
た
。
市
の
給
水

を
使
っ
て
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス

も
し
て
い
る
。
水
は
、
ト
イ

レ
も
含
め
て
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
近
く
の
市
役
所
分
所

か
ら
運
ん
で
い
た
が
、
そ
れ

も
不
自
由
に
な
り
ち
ょ
っ
と

心
配
」
と
話
す
。

栗
駒
国
定
公
園
へ
の
入
り

口
に
あ
る
岩
手
県
一
関
市
厳

美
町
の
道
の
駅
「
厳
美
渓
」。

山
に
向
か
う
国
道
３
４
２
号

は
法
面
が
崩
落
・
埋
没
し
、

磐
井
川
せ
き
止
め
湖
も
で
き

た
。
崩
落
し
た
祭
畤
大
橋
も

山
側
に
あ
る
。
駅
長
の
阿
部

隆
さ
ん
（
６０
）
は
「
地
盤
が

い
い
の
に
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る

と
は
た
だ
事
で
は
な
い
と
驚

い
た
。
道
路
の
崩
落
・
埋
没

で
７
カ
所
の
温
泉
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
不
能
」
と
い
う
。

で
も
「
だ
か
ら
こ
そ
へ
こ

た
れ
ず
店
も
続
け
、
私
た
ち

が
元
気
に
変
わ
り
な
く
頑
張

っ
て
る
こ
と
を
示
し
た
い
」

と
、
意
気
軒
昂
だ
。

宮
城
県
で
最
初
に
防
災
拠

点
化
を
進
め
て
い
る
大
崎
市

の
道
の
駅
「
三
本
木
」
。
遠

藤
栄
悦
駅
長
（
６４
）
は
「
防

災
拠
点
化
の
設
備
工
事
は
８

月
の
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、

発
注
が
遅
れ
完
成
は
１１
月

末
」
と
言
い
、
今
回
の
地
震

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と

を
残
念
が
る
。

岐
阜
県
は
０７
年
１２
月
、
災

害
時
の
「
道
の
駅
」
活
用
を

防
災
計
画
に
正
式
に
位
置
付

け
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東

濃
圏
域
の
「
道
の
駅
」
１０
駅

と
災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
、
店

頭
や
倉
庫
に
あ
る
食
料
、

水
、
野
菜
な
ど
を
救
援
物
資

と
し
て
提
供
し
、
利
用
客
や

周
辺
へ
の
災
害
情
報
提
供
に

も
努
め
て
も
ら
う
。

様
々
な
場
面
で
助
け
合
い

支
え
合
う
力
を
結
集
し
て
い

け
ば
、
思
い
が
け
な
い
パ
ワ

ー
が
発
揮

で
き
る
、
と
い

う
連
帯
心
の

成
果
だ
と
い

う
。国

交
省
も
０６
年
度
か
ら
、

道
の
駅
を
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
本
格
活
用
す
る
新

規
施
策
に
乗
り
出
し
た
。
栃

木
県
藤
岡
町
「
み
か
も
」
▽

富
山
県
高
岡
市
「
万
葉
の
里

高
岡
」
▽
滋
賀
県
高
島
市「
藤

樹
の
里
あ
ど
が
わ
」
な
ど
、

２０
以
上
の
駅
に
飲
料
水
タ
ン

ク
、
自
家
発
電
装
置
、
道
路

交
通
や
災
害
情
報
受
発
信
装

置
、
非
常
用
ト
イ
レ
、
担
架

や
ス
コ
ッ
プ
、
毛
布
な
ど
、

防
災
用
具
類
の
備
蓄
倉
庫
整

備
を
進
め
て
い
る
。

新
潟
県
中
越
地
震
以
来
、

被
災
地
の
人
々
の
間
に
、
助

け
合
い
や
危
機
管
理
へ
の
連

帯
が
自
然
に
広
が
り
「
道
の

駅
」
の
対
応
も
含
め
、
常
襲

災
害
史
で
も
特
筆
さ
れ
る
動

き
が
出
た
。

客
や
地
域
の
人
々
の
切
実

な
求
め
に
応
じ
、
災
害
や
道

路
交
通
情
報
を
提
供
、
発
信

拠
点
に
な
っ
た
。
日
ご
ろ
の

防
災
訓
練
を
生
か
し
た
道
の

駅
も
。
行
き
場
を
失
っ
た
人

た
ち
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店

を
提
供
。
食
べ
物
や
飲
み

物
、
仮
眠
用
毛
布
な
ど
が
配

ら
れ
る
と
、
そ
ば
に
い
る
者

同
士
が
食
べ
物
を
分
け
合
い

励
ま
し
合
う
な
ど
、
心
通
う

交
流
が
生
ま
れ
「
不
安
な
気

持
ち
が
癒
さ
れ
た
」
と
い
う

声
が
広
が
っ
た
。

救
援
に
駆
け
つ
け
た
自
衛

隊
や
警
察
、
消
防
な
ど
の
基

地
、
地
域
の
避
難
所
に
使
わ

れ
た
道
の
駅
も
多
く
、
炊
き

出
し
も
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
は
集
中
豪
雨
被
害
で
も
見

ら
れ
、
道
の
駅
の

幅
広
い

役
割
に
、
評
価
が

高
ま
っ

た
。そ

の
後
の
能
登
半
島
地
震

や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で

も
、
救
援
や
支
援
に
駆
け
つ

け
た
人
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
救
援
セ
ン

タ
ー
に
活
用
さ
れ
、
避
難

所
へ
の
お
に
ぎ
り
や
惣
菜

の

炊
き

出

し

を

引

き

受

け
、
お
風
呂
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
道
の
駅
も
増
え
て
い

る
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
死
者
、
行
方
不
明
者
は
宮

城
県
栗
原
市
西
部
に
集
中
。
岩
手
、
秋
田
両
県
に
接
す

る
山
間
部
の
た
め
死
者
、
不
明
者
の
ほ
と
ん
ど
が
土
石

流
や
土
砂
崩
れ
の
被
害
者
だ
。
駒
の
湯
温
泉
が
土
石
流

に
押
し
流
さ
れ
、
道
路
の
寸
断
や
祭
畤
（
ま
つ
る
べ
）

大
橋
の
崩
落
な
ど
地
盤
崩
壊
が
特
徴
で
あ
る
。
梅
雨

で
、
せ
き
止
め
湖
が
決
壊
す
る
危
惧
に
不
安
の
日
々
を

送
り
な
が
ら
、
復
旧
が
進
む
。

道
の
駅
を
連
帯
の
舞
台

に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

の
被
災
者
を
元
気
付
け
た
い

と
、
募
金
活
動
が
各
地
で
広

が
る
。
栃
木
県
茂
木
町
の
道

の
駅
「
も
て
ぎ
」
で
は
、
６

月
２２
日
（
日
）
、
町
企
画
課
の

鳴
井
大
輔
さ
ん（
２３
）と
住
民

課
の
見
目
麻
梨
さ
ん（
２３
）が

募
金
活
動
を
行
い
、
「
地
震

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
お

心
と
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
他
の
若
手
職
員
も
同

日
、
町
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
呼
び
か
け
。
募

金
箱
の
横
に
１
９
８
６
年
に

茂
木
町
が
水
害
を
受
け
た
パ

ネ
ル
を
掲
示
。
「
那
珂
川
の

支
流
が
氾
濫
、
人
家
が
流
さ

れ
死
者
が
３
人
出
た
。
全
国

か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
大
災
害
の
た
び
募
金
活

動
を
し
て
い
ま
す
」と
い
う
。

新
潟
県
川
口
町
の
道
の
駅

「
越
後
川
口
」
も
同
日
、
交

流
物
産
館
「
あ
ぐ
り
の
里
」

で
募
金
。
新
潟
県
中
越
地
震

の
際
、
駐
車
場
を
地
域
の
避

難
場
所
に
提
供
。
以
後
も
地

域
の
産
官
学
が
連
携
活
動
の

た
め
結
成
し
た
「
チ
ー
ム
中

越
」
の
一
員
と
し
て
、
中
越

の
震
災
復
興
支
援
を
は
じ

め
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
募
金
活
動
も
実
施
し
て
い

る
。
「
全
国
か
ら
支
援
を
受

け
た
身
と
し
て
当
然
の
活
動

で
す
」
と
女
性
従
業
員
。

岐
阜
県
と
防
災
協
定
を
結

ぶ
「
東
濃
道
の
駅
連
合
会
」

も
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の

支
援
策
を
検
討
。
土
岐
市
の

道
の
駅
「
土
岐
美
濃
焼
街
道

ど
ん
ぶ
り
会
館
」
の
丹
羽
正

孝
駅
長（
５７
）は
、
地
域
の
研

修
会
で
昨
夏
、
東
北
地
方
を

視
察
。
中
越
沖
地
震
で
被
災

し
た
道
の
駅
で
被
害
の
深
刻

さ
を
知
り
、
１０
駅
が
共
同
で

募
金
活
動
を
展
開
。
防
災
協

定
締
結
の
契
機
に
な
っ
た
。

「
１０
駅
が
力
を
合
わ
せ
る
と

地
域
の
関
心
も
高
く
な
る
。

駅
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
の
流

通
在
庫
を
災
害
時
に
役
立
て

よ
う
と
話
が
発
展
し
た
」

能
登
半
島
地
震
で
は
、
被

災
地
の
道
の
駅
へ
の
道
路
復

旧
を
祝
う
行
事
で
１０
駅
の
特

産
物
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。

２
０
０
６
年

１
月
に
政
府
が

決
定
し
た
「
Ｉ

Ｔ
新
改
革

戦

略
」
で
は
、
安
全
運
転
支
援

シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
よ
っ

て
交
通
事
故
を
減
ら
し
、
世

界
一
安
全
な
道
路
交
通
社
会

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
国
家

目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム

と
は
、
道
路
と
車
、
車
と
車

と
を
、
通
信
技
術
を
用
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
カ
ー

ブ
先
に
あ
る
事
故
車
の
存
在

な
ど
の
危
険
情
報
を
、
車
載

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
通
じ
て
運

転
手
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

安
全
運
転
を
支
援
す
る
、
新

し
い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
で

す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実

用
化
を
目
指
し
、
０８
年
度
、

関
係
省
庁
・
民
間
企
業
な
ど

が
集
結
し
、
大
規
模
な
実
証

実
験
を
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
従
来
、
各
省
庁

は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
内
閣
官
房
を

中
心
に
、
同
じ
目
標
の
下

に
、
関
係
省
庁
・
民
間
企
業

な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
、
連

携
し
て
開
発
を
進
め
て
い
こ

う
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。

大
規
模
実
証
実
験
は
、
東

京
都
内
で
行
う
「
合
同
実
証

実
験
」
と
栃
木
、
神
奈
川
、

愛
知
、
京
阪
神
、
広
島
な
ど

で
行
う
「
地
域
実
証
実
験
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
同
実
証
実
験
は
、
０８
年

１２
月
ご
ろ
か
ら
０９
年
３
月
ご

ろ
ま
で
の
間
、
首
都
高
速
道

路
や
東
京
臨
海
副
都
心
地
区

の
一
般
道
を
使
い
、
統
一
的

な
仕
様
に
基
づ
い
て
、
異
な

る
メ
ー
カ
ー
間
の
車
載
機
の

互
換
性
を
確
認
し
た
り
、
シ

ス
テ
ム
の
検
証
な
ど
を
行
い

ま
す
。
０９
年
２
月
末
に
は
、

国
民
へ
の
周
知
活
動
と
し

て
、
試
乗
会
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
実
証
実
験
は

各
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た

実
験
を
行
う
も
の
で
、
順

次
、
公
道
を
使
っ
て
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

国
土
交
通
省
道
路
局
は
、

首
都
高
速
道
路
に
お
い
て
、

Ａ
Ｈ
Ｓ
（
走
行
支
援
道
路
シ

ス
テ
ム
）
の
技
術
を
活
用
し

た
、
安
全
運
転
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や

一
般
道
に
お
け
る
警
察
庁
の

「
路
車
間
通
信
シ
ス
テ
ム
」

と
の
連
携
な
ど
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
大
規
模
実
証
実

験
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通

じ
て
、
早
期
の
実
用
化
と
国

家
目
標
の
実
現
に
力
強
く
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路

交
通
管
理
課
高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
室

室
長
・

塚
田
幸
広
）

道の駅「もてぎ」での募金活動

世界一安全な道路交通へ



官民一丸で「運転支援」実用化

周
辺「
道
の
駅
」

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

実験イメージ

国
、県
も
本
格
活
用
へ

防
災
拠
点
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地
震
や
台
風
な
ど
災
害
へ

の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

だ
。
道
路
の
通
行
状
況
の
把

握
に
国
道
で
も
６
時
間
以
上

か
か
り
、
通
行
可
能
区
間
に

多
数
の
交
通
が
集
中
し
て
救

援
活
動
ま
で
混
乱
し
た
。
沿

道
の
建
物
崩
壊
、
歩
道
橋
落

下
、
が
け
や
斜
面
の
崩
れ
、

動
け
な
い
車
な
ど
の
早
急
な

片
付
け
、
道
路
情
報
を
必
要

な
所
に
素
早
く
提
供
す
る
こ

と
も
重
要
だ
。

中
央
防
災
会
議
は
、
密
集

市
街
地
の
多
い
大
都
市
圏
が

強
い
地
震
に
襲
わ
れ
る
と
、

首
都
圏
直
下
地
震
で
は
家
屋

倒
壊
や
火
災
、
が
け
崩
れ
な

ど
で

死
者
約
１
万
３
０
０

０
人
、
被
害
は
約
１
０
６
兆

円
と
予
測
。
う
ち
交
通
寸
断

に
よ
る
影
響
は
約
６
兆
円

だ
。交

通
寸
断
に
よ
る
被
害
は

東
海
地
震
で
約
２
兆
円
（
総

被
害
額
約
３５
兆
円
）
▽
東
南

海
・
南
海
地
震
約
１
兆
円

（
同
５６
兆
円
）▽
中
部
圏
・
近

畿
圏
内
陸
地
震
約
３
・
４
兆

円（
同
７４
兆
円
）の
見
込
み
。

２
０
０
４
年
１０
月
新
潟
県

中
越
地
震
、
翌
年
３
月
福
岡

県
西
方
沖
地
震
、
０７
年
３
月

能
登
半
島
地
震
、
４
カ
月
も

経
ず
に
新
潟
県
中
越
沖
地

震
。
そ
し
て

今
回
の
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
と
、
災
害

へ
の
不
安
、恐
れ
は
深
ま
る
。

国
交
省
や
自
治
体
は
公
共

建
築
物
の
耐
震
強
化
、
道
路

や
橋
梁
の
防
災
対
策
、
救
急

・
救
援
活
動
に
支
障
な
い
よ

う
努
め
て
き
た
。
公
共
事
業

予
算
は
「
災
害
に
強
い
国
土

づ
く
り
」
が
重
要
な
柱
。
０７

年
度
予
算
は
、
地
域
防
災
計

画
で
定
め
る
緊
急
輸
送
道
路

等
の
耐
震
補
強
に
約
１
４
０

０
億
円
、
沿
道
の
建
築
物
耐

震
改
修
も
支
援
し
、
倒
壊
建

物
が
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。

緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
の

耐
震
補
強
は
進
み
、
高
速
道

路
で
緊
急
対
策
が
必
要
な
約

３
万
５
８
０
０
橋
が
同
年
度

末
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
。
一
般

道
も
同
１
万
１
６
０
０
橋
の

約
８
割
が
手
当
て
さ
れ
た
。

し
か
し
、
対
策
は
人
口
や
産

業
が
集
中
し
被
害
も
多
い
大

都
市
圏
が
中
心
。

新
潟
県
中
越
地
震
、
能
登

半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖

地
震
は
、
山
間
部
の
道
路
が

寸
断
さ
れ
小
集
落
が
孤
立
、

余
震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
頻

発
や
河
川
せ
き
止
め
ダ
ム
崩

壊
の
恐
れ
が
心
配
さ
れ
、
道

路
防
災
に
懸
命
な
国
交
省
や

自
治
体
に
は
衝
撃
だ
っ
た
。

国
土
の
７
割
を
山
地
が
占

め
、
台
風
な
ど
風
水
害
常
襲

の
日
本
は
、
全
国
５２
万
カ
所

に
土
砂
災
害
危
険
区
域
が
あ

り
、
毎
年
１
０
０
０
件
以
上

の
災
害
で
多
数
の
死
傷
者
が

出
る
。岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

で
も
随
所
で
道
路
が
寸
断
、

人
家
孤
立
を
招
い
て
い
る
。

「
直
ち
に
周
辺
の
橋
を
全

部
点
検
す
る
よ
う
に
」
―
―

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生

と
同
時
に
、
日
本
橋
梁
建
設

協
会
は
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
会
員
会
社
に
調
査
の

出
動
を
要
請
し
た
。
発
生
か

ら
６
日
間
で
延
べ
１
８
５
人

の
専
門
家
を
動
員
し
、
累
計

３
５
２
本
の
橋
を
点
検
し
た
。

対
策
本
部
長
の
中
島
威
夫

同
協
会
副
会
長
は
「
県
や
地

元
自
治
体
だ
け
で
は
専
門
家

も
少
な
く
、
橋
な
ど
の
特
殊

な
構
造
物
は
十
分
チ
ェ
ッ
ク

出
来
な
い
。
会
員
会
社
の
素

早
い
出
動
と
協
力
が
大
切
」

と
話
し
た
。

酒
田
は
江
戸
時
代
、
日
本
海
岸

に
西
回
り
航
路
が
開
発
さ
れ
、
北

前
船
が
活
躍
し
た
こ
ろ
繁
栄
を
極

め
た
町
だ
。

日
本
一
の
大
地
主
で
あ
り
、
豪

商
で
も
あ
っ
た
本
間
家
の
本
拠
地

で
「
本
間
様
に
は
及
び
は
せ
ぬ
が

せ
め
て
な
り
た
や
殿
様
に
…
…
」

と
歌
わ
れ
て
い
た
の
は
有
名
な
話

で
あ
る
。
米
を
は
じ
め
と
し
て
諸

物
資
が
日
本
海
沿
い
に
西
回
り
で

運
ば
れ
、
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
大

阪
へ
、
さ
ら
に
は
江
戸
へ
と
届
け

ら
れ
た
。

そ
の
酒
田
も
最
近
は
、
地
方
都

市
一
般
の
例
に
も
れ
ず
昔
の
活
力

は
な
い
が
、
以
前
の
栄
華
の
跡
を

と
ど
め
る
本
間
家
旧
屋
敷
な
ど
見

る
べ
き
も
の
は
数
多
い
。
し
か
し

何
と
い
っ
て
も
私
が
び
っ
く
り
し

た
の
は
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

山
居
倉
庫
と
い
わ
れ
る
巨
大
な
倉

庫
群
だ
。

最
上
川
の
河
口
近
く
、
水
路
と

大
き
な
ケ
ヤ
キ
並
木
に
囲
ま
れ

て
、
木
造
の
倉
庫
が
数
多
く
立
ち

並
ん
で
い
る
。
周
辺
の
農
村
地
帯

か
ら
集
め
ら
れ
た
膨
大
な
米
が
こ

こ
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

が
、
こ
の
木
造
の
山
居
倉
庫
は
、

今
も
現
役
だ
と
い
う
か
ら
、
昔
の

建
築
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心

す
る
。

酒
田
で
も
う
一
つ
見
落
と
せ
な

い
の
は
、
酒
田
出
身
の
写
真
家
土

門
拳
の
全
作
品
を
保
存
し
展
示
し

て
い
る「
土
門
拳
記
念
館
」だ
が
、

字
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
港
湾
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
近
年
の
話
題
、

「
東
方
水
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
構

想
に
つ
い
て
ふ
れ
よ
う
。

私
が
国
土
庁
勤
務
時
代
の
こ
と

だ
。
酒
田
近
郊
で
牧
場
を
経
営
し

て
い
る
人
が
、
家
畜
の
飼
料
を
中

国
黒
竜
江
省
か
ら
輸
入
し
よ
う
と

し
た
が
、
黒
龍
江
省
か
ら
は
海
へ

の
出
口
が
な
い
。

そ
こ
で
、
中
国
の
松
花
江
、
黒

竜
江
、
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
河
を

経
て
日
本
海
に
出
、
間
宮
海
峡
を

南
下
し
て
酒
田
に
至
る
航
路
を
開

発
し
、
そ
れ
を
「
東
方
水
上
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
と
名
づ
け
て
、
推
進

し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
話
だ
っ

た
。感

心
す
る
の
は
、
そ
れ
を
単
に

構
想
に
止
め
る
こ
と
な
く
、
専
用

の
河
海
両
用
船
の
建
造
を
は
じ
め

と
し
て
酒
田
、
ハ
ル
ビ
ン
間
の
２

８
０
０
㌔
㍍
の
航
路
を
現
実
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。
経
済
ベ
ー
ス
で

の
貿
易
量
が
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る

か
は
予
測
し
が
た
い
が
、
現
在
も

飼
料
の
輸
入
は
続
い
て
い
る
、
と

い
う
。

日
本
全
国
各
地
に
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
伴
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
人
た
ち
が
少
な
く

な
い
の
は
、
心
強
い
こ
と
だ
。

あ
な
た
の
「
道
の
駅
」
に

ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基

金
）
の
募
金
箱
を
設
置
し
ま

せ
ん
か
！

中
国
の
四
川
大
地
震
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
災

害
で
、
多
く
の
子
ど
も
が
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
温
か
い
支
援
が
災
害
や

紛
争
、
病
気
、
飢
餓
で
苦
し

む
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
助

け
ま
す
。

「
道
２１
世
紀
新
聞
」
（
ル

ー
ト
プ
レ
ス
）
は
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
と
協
力
、

希
望
さ
れ
る
「
道
の

駅
」
に
ユ
ニ
セ
フ
の

募
金
箱
を
送
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ


「
人
と
道
研
究
会
」

〒
１
０
５
―
０
０
０

１
東
京
都
港
区
虎
ノ

門
４
―
１
―
１
虎
ノ

門
パ
ス
ト
ラ
ル
内
▽

メ
ー
ル

m
i
c
h
i
n
o

e
k
i
@
r
o
u
t
e

‐p
r

e
s
s
2
1
s
t
.
j
p

ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク

ロ
ン
緊
急
募
金
、
中

国
大
地
震
緊
急
募
金

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

・
サ
イ
ク
ロ
ン
と
中
国
大
地

震
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
の
募
金
を

郵
便
振
替
と
銀
行
口
座
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
当
協
会
へ
の
募
金
は

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◇
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ

ン
緊
急
募
金

〈
郵
便
振
書
〉
０
０
１
９
０

―
５
―
３
１
０
０
０

〈
口
座
名
義
〉
財
国
法
人
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
〈
通
信
欄

に「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ

ン
」と
明
記
く
だ
さ
い
。送
金

手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
〉

■

銀
行
・
支
店
名
∥
三
井

住
友
銀
行

東
京
公
務
部

■

口
座
種
類
・
番
号
∥

（
普
）
１
５
５
９
３
３

■

口
座
名
義
∥
財
団
法
人

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

緊
急

募
金
口

■

受
付
期
間
∥
０８
年
８
月

２９
日
（
金
）
ま
で

※
三
井
住
友
銀
行
本

支
店
窓
口
お
よ
び
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
は
振
り

込
み
手
数
料
無
料

◇
中
国
大
地
震
緊
急

募
金

〈
郵
便
振
替
〉
０
０

１
９
０
―
５
―
３
１

０
０
０

〈
口
座
名
義
〉
財
国

法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
〈
通
信
欄
に「
中

国
大
地
震
」
と
明
記

く
だ
さ
い
。
送
金
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま

す
〉

■

銀
行
・
支
店
名

∥
三
井
住
友
銀
行

東
京
公
務
部

■

口
座
種
類
・
番
号
∥

（
普
）
１
６
２
６
０
９

■

財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会

緊
急
募
金
口
２

■

受
付
期
間
∥
０８
年
８
月

２９
日
（
金
）
ま
で

※
三
井
住
友
銀
行
本
支
店
窓

口
お
よ
び
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
は

振
り
込
み
手
数
料
無
料

※
※
詳
細
は
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ

い

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

u
n
i
c
e
f
.
o
r
.
j
p

環
境
問
題
は
、
２１
世
紀
を

生
き
る
私
た
ち
人
類
に
と
っ

て
、
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊

の
課
題
で
す
。
当
研
究
所
が

対
象
と
し
て
い
る
港
湾
に
お

い
て
は
、
１
９
６
０
年
代
か

ら
７０
年
代
に
か
け
て
臨
海
部

を
埋
め
立
て
て
重
厚
長
大
型

産
業
を
立
地
さ
せ
、
現
在
の

我
が
国
の
産
業
基
盤
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
大
気
や
水
質
汚
染
な

ど
の
公
害
が
発
生
し
て
社
会

問
題
と
な
り
、
環
境
へ
の
配

慮
に
多
く
の
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
４０
年
、
こ
れ
ら

の
施
策
が
効
を
奏
し
、
環
境

は
大
幅
に
改
善
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境

対
策
を
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
対
症
療
法
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
２１
世
紀
は
、

Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
（
持
続
可
能
な
開
発
）
、

つ
ま
り
「
開
発
と
環
境
の
両

立
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
技
術
者
に

は
、
こ
の
二
律
背
反
の
課
題

を
解
決
す
る
方
法
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

写
真

は
、
香
川
県
高
松

港
の
西
側
に
位
置
し
、
今
年

２０
周
年
を
迎
え
た
瀬
戸
大
橋

の
開
通
に
併
せ

て
、
当
時
再
開

発
さ
れ
た
サ
ン

ポ
ー
ト
高
松
に

位
置
す
る
防
波

堤
と
護
岸

で

す
。
こ
れ
ら
の

構
造
物
は
、
高

波
か
ら
港
内
や

背
後
の
埋
立
地

を
防
護
す
る
本

来
の
機
能
に
併

せ
て
、
そ
れ
ま

で
立
ち
入
り
を
禁

止
し
て
い
た
市
民

に
開
放
さ
れ
た
も

の
で
す
。

今
で
は
、
多
く

の
市
民
が
訪
れ
、

島
々
が
浮
か
ぶ
瀬

戸
内
海
を
見
な
が

ら
、
朝
夕
に
散
歩

や
休
憩
を
し
た

り
、
さ
ら
に
は
防

波
堤
か
ら
高
松
市

内
の
夜
景
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

２１
世
紀
初
年
度
で
あ
る
２
０

０
１
年
に
完
成
し
た
も
の

で
、
ま
さ
に
「
開
発
と
環
境

の
両
立
」
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
い
と
思
い
、
４
月
に
神

戸
で
開
催
さ
れ
た
テ
ク
ノ
オ

ー
シ
ャ
ン
国
際
会
議
で
発
表

し
ま
し
た
。「
開
発
と
環
境
の

両
立
」を
、
こ
の
場
合「
人
間

社
会
と
海
の
融
合
」
と
と
ら

え
、
こ
れ
ら
の
構
造
物
は
、

人
間
が
持
つ
感
性
、
特
に「
視

覚
」
を
通
じ
て
海
と
融
合
す

る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。

２１
世
紀
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
環
境
へ
の
配
慮
」
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
「
環
境
と
の
融

合
」
を
推
し
進
め
る
こ
と
よ

っ
て
、
持
続
可
能
な
開
発
が

実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
写
真

に
あ
る

よ
う
に
「
海
と
の
融
合
」
に

よ
っ
て
、
新
た
な
人
の
交
流

が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
文
化
の
誕
生
も
期
待
で
き

ま
す
。

（
独
）
港
湾
空
港
技
術
研
究

所

施
工
・
制
御
技
術
部
長

八
尋
明
彦

～ 日本橋梁建設協会 ～

新
た
な
文
化
空
間
の
誕
生
／
護
岸
上

で
賑
わ
う
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

への「配慮」から

との「融合」へ

緊急に橋をチェックする点検員

あなたの「道の駅」に
ユニセフ募金箱設置

数
多
い
土
砂
災
害
危
険
区
域

山
間
部
の
対
策
も
急
務

国民生活センター顧問

糠谷 真平

東
方
水
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
防
波
堤
と
護
岸
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大
分
県
南
部
か
ら
宮
崎
県

北
部
に
か
け
て
続
く
日
豊
海

岸
国
定
公
園
は
、
複
雑
な
リ

ア
ス
式
海
岸
が
最
大
の
特
徴

だ
。
中
で
も
大
分
県
佐
伯
市

蒲
江
（
旧
蒲
江
町
）
と
宮
崎

県
延
岡
市
北
浦
（
旧
北
浦

町
）
は
、
旧
町
時
代
か
ら
基

幹
産
業
の
漁
業
な
ど
を
通
し

て
交
流
を
持
っ
て
き
た
、
つ

な
が
り
の
濃
い
地
域
だ
。

■
独
自
文
化
を
持
つ
浦

蒲
江
と
北
浦
に
は
計
１７
の

浦
（
入
り
江
）
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
独
自
の
文
化
を
持

つ
。
例
え
ば
、
蒲
江
で
は
同

じ
巻
き
貝
で
も
「
カ
マ
ポ
ッ

ポ
」「
ナ
ン
マ
イ
ド
」「
サ
ム

ラ
イ
ギ
ッ
チ
ョ
」
な
ど
と
、

浦
々
で
呼
び
名
が

異
な
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
「
浦

文
化
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
お
互

い
の
地
域
を
発
展

さ
せ
て
い
こ
う
、

と
い
う
取
り
組
み

が
両
地
域
の
日
本

風
景
街
道
「
蒲
江
・
北
浦
大

漁
海
道
」
だ
。

動
き
は
旧
蒲
江
町
か
ら
始

ま
っ
た
。
旧
町
観
光
協
会
事

務
局
長
と
し
て
指
定
に
向
け

て
奔
走
し
た
の
が
、
古
田
浅

男
さ
ん
（
３８
）
∥
佐
伯
市
観

光
協
会
事
務
局
次
長
。
日
本

風
景
街
道
指
定
ま
で
の
旧
蒲

江
町
の
取
り
組
み
を
「
古
里

大
好
き
人
間
」
の
古
田
さ
ん

に
聞
い
た
。

■
「
食
観
光
」
の
は
じ
ま
り

「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
」
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
９９
年
の

秋
。
町
主
催
の
「
ノ
ジ
ギ
ク

ま
つ
り
」
が
台
風
の
影
響
で

花
の
咲
き
具
合
が
悪
く
、
中

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
古
田
さ
ん
は
生
産

者
や
民
宿
経
営
者
ら
と
「
蒲

江
名
物

昼
飯
ま
つ
り
」
を

急
き
ょ
開
催
。
１
日
に
約
１

０
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
思

わ
ぬ
成
功
を
収
め
た
。
「
食

観
光
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

Ｊ
Ｒ
と
交
渉
し
、
グ
ル
メ

列
車
で
誘
客
。
養
殖
が
盛
ん

な
ヒ
ラ
メ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ

イ
、
ブ
リ
な
ど
を
売
り
込
ん

だ
。
中
で
も
０４
年
に
始
め
た

「
伊
勢
え
び
ま
つ
り
」
は
、

順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
。
０７
年
度（
９
～
１１
月
）の

実
食
数
１
万
２
１
８
０
食
、

経
済
効
果
１
億
２
６
４
０
万

円
は
、
と
も
に
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。

参
加
店
が
締
結
す
る
「
東

九
州
伊
勢
え
び
海
道
憲
章
」

に
は
次
の
よ
う
な
趣
意
を
う

た
っ
て
い
る
。
「
持
続
的
な

漁
業
で
あ
る
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
を
展
開
し
『
海
業
ツ

ー
リ
ズ
ム
』
の
推
進
に
資
す

る
」。「
一
次
産
業
に
観
光
の

要
素
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、

交
流
に
つ
な
が
り
、
フ
ァ
ン

が
増
え
て
い
く
」（
古
田
さ

ん
）と
い
う
素
地
が
で
き
た
。

■
体
感
講
座
「
渡
世
大
学
」

「
浦
に
女
性
あ
り
」
。
古

田
さ
ん
は
「
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
し
て
い
る
女
性
た

ち
を
い
か
に
輝
か
せ
る
か
」

が
、
「
蒲
江
・
北
浦
大
漁
海

道
」
の
成
功
の
鍵
を
握
る
と

み
て
い
る
。

蒲
江
側
の
女
性
の
代
表

は
、
民
宿
や
水
産
会
社
を
経

営
す
る
橋
本
正
恵
さ
ん（
５９
）

だ
。
９６
年
に
旧
蒲
江
町
観
光

協
会
長
に
就
任
し
、
古
田
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
「
地
元
の

産
物
を
売
り
込
み
、
町
を
知

っ
て
も
ら
う
」
活
動
に
ま
い

進
し
て
き
た
。

佐
伯
市
と
合
併
し
た
後
の

０６
年
１
月
に
は
「
か
ま
え
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」

を
結
成
し
、
会
長
に
就
任
し

た
。
「
蒲
江
に
は
１２
の
浦
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を

持
っ
て
浦
を
輝
か
せ
た
い
」

と
橋
本
さ
ん
。

同
研
究
会
の
主
な
活
動
は

体
感
講
座
「
渡
世
大
学
」
。

渡
世
と
は
「
生
き
方
や
生
業

（
な
り
わ
い
）」
の
こ
と
。
蒲

江
全
域
を
学
校
に
見
立
て
、

ブ
リ
の
養
殖
場
な
ど
の
講
師

（
リ
ー
ダ
ー
）の
作
業
所
を
教

室
に
す
る
。
海
、
空
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
だ
。
「
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ

イ（
二
枚
貝
）キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
」「
ブ
リ
養
殖
体
験
」「
イ
セ

エ
ビ
の
さ
ば
き
方
教
室
」

「
真
珠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
」
な
ど
１１
講

座
を
そ
ろ
え
た
。
そ
し
て「
人

情
や
個
性
」
を
売
り
に
す
る

講
師
が
、
体
験
者
を
引
き
つ

け
る
。

成功の鍵握る女性たち

「後世に伝える北浦の味」

を手にする村田さん大漁旗で作った服を着る橋本さん

４

海岸清掃をする地域住民

「浦の魅力を磨きたい」と語る古田さん
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橋
本
さ
ん
は
言
う
。
「
一

つ
の
浦
で
１０
人
の
リ
ー
ダ
ー

が
育
て
ば
、
蒲
江
で
１
０
０

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ

る
」
。
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
「
原
石
を
磨
く
人
づ
く

り
」
で
も
あ
る
。

北
浦
側
で
は
蒲
江
に
や
や

動
き
が
遅
れ
て
い
る
が
、
今

年
５
月
、
日
本
風
景
街
道
の

活
動
を
進
め
る
組
織
「
き
た

う
ら
風
景
海
道
推
進
協
議

会
」
が
発
足
し
た
。
協
議
会

の
会
長
に
は
、
北
浦
町
地
域

婦
人
連
絡
協
議
会
会
長
の
村

田
宮
子
さ
ん
（
５３
）
が
就
い

た
。村

田
さ
ん
は
勤
務
す
る
児

童
館
近
く
を
走
る
国
道
３
８

８
号
の
清
掃
活
動
を
子
ど
も

ら
と
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
は

同
国
道
沿
い
に
花
を
植
え

て
、
空
き
缶
で
花
壇
を
作

り
、
管
理
し
て
い
る
９０
歳
を

超
え
る
お
年
寄
り
も
い
る
。

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
地

道
な
『
道
守
』活
動
が
原
点
」

と
村
田
さ
ん
。

活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
が

「
北
浦
に
あ
る
物
を
使
っ

て
、
地
域
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
」
。
宮
崎
県
の
水
産
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
い
る
「
北
浦

灘
ア
ジ
」
を
小
学
生
に
さ
ば

か
せ
、
干
物
を
作
ら
せ
た
り

し
て
い
る
。
今
年
３
月
に

は
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
郷
土
料
理
を
お
年
寄

り
か
ら
聴
い
て
発
掘
。
料
理

冊
子
「
後
世
に
伝
え
る
北
浦

の
味
」
を
８
０
０
部
作
成
し

た
。
「
ヒ
ジ
キ
の
天
ぷ
ら
」

は
、
蒲
江
の
人
た
ち
も
知
ら

な
い
調
理
方
法
だ
っ
た
。

「
こ
の
本
を
う
ま
く
使
っ

て
、
伝
統
料
理
を
食
べ
る

ツ
ア
ー
が
で
き
な
い
か
考
え

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
も
講

師
に
な
る
と
張
り
切
っ
て
ま

す
」。旧

北
浦
町
も
０６
年
２
月
に

延
岡
市
と
合
併
し
た
。
村
田

さ
ん
は
「
合
併
し
て
、
北
浦

が
忘
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
不
安
が
あ
る
」
と
い
う
。

「
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

今
、
北
浦
に
行
き
た
い
と
い

う
人
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て

お
か
な
い
と
」
。
６
年
の
経

験
が
あ
る
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で

浦
々
を
回
る
ツ
ア
ー
の
構
想

も
抱
く
。

■
�
浦
根
性
�
も
大
切
に

古
田
さ
ん
は
「
昔
は
『
浦

根
性
』
と
い
え
ば
、
『
俺
た

ち
の
浦
が
一
番
。
あ
そ
こ
の

浦
は
だ
め
だ
』
と
い
う
よ
う

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
受

け
取
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
」
と

い
う
。
「
で
も
今
、
そ
の
プ

ラ
イ
ド
も
大
切
に
し
な
い
と

い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
思
う
。
浦
の
生
業
文
化
を

磨
き
、
競
う
こ
と
の
必
要
性

を
実
感
し
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
浦
が
、
そ
し

て
浦
の
一
人
一
人
が
主
人
公

と
し
て
輝
く
時
、
「
蒲
江
・

北
浦
大
漁
海
道
」
は
色
鮮
や

か
な
大
漁
旗
が
は
た
め
き
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
地
域

に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

私
は
現
在
、
日
本
大
学
の
体

育
学
科
に
学
ぶ
大
学
生
で
す
。

１
月
下
旬
に
０８
年
度
の
「
第
４０

回
ミ
ス
日
本
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。
初
代
の
ミ

ス
日
本
は
、
女
優
の
山
本
富
士

子
さ
ん
で
、
第
２４
回
に
は
藤
原

紀
香
さ
ん
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
、
す
ば
ら
し
い
グ
ラ
ン
プ
リ

で
す
。

水
泳
、
マ
ラ
ソ
ン
、
料
理
が

得
意
な
、
ど
こ
に
で
も
い
る
女

子
大
生
の
自
覚
し
か
な
か
っ
た

私
は
、
「
受
賞
は
何
か
の
間
違

い
な
の
で
は

な

い

か

」

と
、
思
考
回

路
が
止
ま
る
く
ら
い
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
一
方
で
小
さ
い
と

き
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
て
き

た
心
身
が
生
ま
れ
て
初
め
て
認

め
ら
れ
、
褒
め
ら
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
「
と
て
も
う
れ
し
い

と
い
う
」
気
持
ち
が
こ
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
私
が
今
、
胸
に
描
く

将
来
の
道
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て

「
人
に
夢
や
笑
顔
を
与
え
る
女

性
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
が
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
の
は

親
の
影
響
で
す
。
父
は
ス
キ
ー

の
指
導
員
資
格
を
持
ち
、
母
は

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
６０
㌔
を
上
げ
る

市
民
ラ
ン
ナ
ー
。
私
は
３
歳
の

時
か
ら
水
泳
を
習
い
ま
し
た
。

無
理
や
り
の
感
も
あ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
と
の
最
初
の
出
合
い
で

し
た
。
し
か
し
、
運
動
好
き
の

遺
伝
子
は
受
け
継
い
だ
よ
う

で
、
す
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中

し
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
で
は

水
泳
部
で
女
子
主
将
を
務
め
、

現
在
も
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
ス

ポ
ー
ツ
を
生
活
の
一
部
と
し
て

い
た
の
で
、
い
ざ
質
問
さ
れ
る

と
少
々
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
つ
確
実
に
い
え
る

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
共

通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
、
高
時
代
は
水
泳
部
内
の

人
間
関
係
に
悩
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
中
学
で
は
同
級
生

全
員
が
退
部
し
て
し
ま
い
、
孤

立
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
は
気
を
遣
い

過
ぎ
て
失
敗
し
た
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
女
子
主
将
の
立

場
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
後

輩
ら
を
直
接
、
厳
し
く
注
意
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
。

相
手
に
強
く
物
事
を
い
え
な

い
性
格
の
私
は
、
顧
問
や
両
親

に
相
談
も
で
き
ず
、
当
時
は
一

人
で
悩
み
続
け
ま
し
た
。
悩
ん

だ
末
に
出
し
た

答
え
が
「
言
葉

で
伝
え
る
の
が

難
し
い
な
ら
態
度
で
示
そ
う
」

で
し
た
。
黙
々
と
練
習
に
励
め

ば
誰
か
一
人
で
も
理
解
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
思
い
、
人
の

倍
以
上
の
努
力
を
し
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
、
ホ
ノ
ル
ル
で
の

初
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
と
き

も
相
手
を
思
い
や
る
多
く
の
人

と
出
会
い
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ

が
持
つ
力
、
人
間
が
持
つ
力
に

感
動
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は

国
境
を
越
え
、
人
種
を
越
え
、

言
語
を
越
え
、
そ
し
て
平
和
を

つ
く
り
だ
し
ま
す
。
私
も
そ
の

一
役
を
担
え
た
ら
最
高
の
「
私

の
道
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施

行
で
安
全
対
策
が
い
っ
そ
う

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
夜
間
事
故
は
昨
年
も
依

然
、
事
故
件
数
の
４
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の

商
品
が
「
安
心
光
」
シ
リ
ー

ズ
の
交
通
安
全
商
品
、
「
て

る
て
る
ボ
ー
ル
」（
明
日�
元

気
�
に
な
～
れ
、
の
願
い
も

込
め
ま
し
た
）
、
「
安
全
タ

グ
」、「
安
全
シ
ー
ル
」で
す
。

夜
間
事
故
防
止
策
と
し
て

警
察
な
ど
で
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
早
く
歩
行
者
、
自
転
車

に
気
付
く

よ

う
、
反
射
材
付

き
帽
子
や
ベ
ル

ト
、
バ
ッ
グ
な

ど
の
着
用
を
推

奨
し
て
お
り
ま

す
。「
安
心
光
」

は
反
射
材
に
さ

ら
に
、
太
陽
な

ど
を
蓄
え
て
発

光
す
る
「
蓄
光

顔
料
」
を
組
み

合
わ
せ
ま
し
た

の
で
、
ダ
ブ
ル

効
果
で
視
認
性

が
高
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
被
災
し
た
際
、
暗

闇
の
中
で
目
印
と
し
て
役
立

つ
生
活
用
具
が
必
要
と
痛
感

し
た
体
験
を
生
か
し
た
ア

イ
デ
ア
商
品
で
、
特
許
、
実

用
新
案
を
取
得
し
て
い
ま

す
。兵

庫
県
や
神
戸
市
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
等
育
成
に
設
け

た
「
兵
庫
の
新
商
品
」
「
神

戸
の
新
商
品
」
に
も
認
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

価
格
は
「
て
る
て
る
ボ
ー

ル
」
１
０
０
０
円
、
「
安
全

タ
グ
」
１
５
０
０
円
、
「
安

全
シ
ー
ト
」
８
５
０
円
。

株
式
会
社
新
田
製
作
所

〒
６
５
３-

０
０
４
５
神

戸
市
長
田
区
駒
ヶ
林
南
町
１

｜
７９☎

０
７
８-

７
３
３-

２
１

１
５

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
t
t
a

-s

e
i
s
a
k
u
s
y
o
.
c
o
m

６月１日から、改正道路交通法により後部座席のシートベルト着用が義務化されま

した。運転席・助手席はもちろん、後部座席においてもシートベルトを正しく着用し

ましょう。

後部座席でシートベルトを着用せず交通事故に遭った場合の危険性

・後部座席に乗る人自身が障害を負う

・運転者、助手席に乗る人に被害が拡大

・クルマの外に投げ出される

ＪＡＦ、警察庁の調査によりますと、後部座席のシートベルト着用率は、「一般道

８．８％」、「高速道路１３．５％」と低い数値です。すべての席でシートベルト着用をお願

いします。

http://www.jaf.or.jp/library/

シートベルト着用の効果を検証した「ＪＡＦ

ユーザーテスト」の映像や、ＪＡＦ／警察庁

シートベルト着用調査のデータなどが見られ

ます。

だから締めよう後部座席シートベルト

「締めないで安全な席はない！」

蒲江の浦の一つ、竹野浦河内の風景

「ＪＡＦユーザーテスト」から。シートベルトをし

ていないダミーは、衝突時に前席へ飛び込む

ＪＡＦライブラリー

減
ら
そ
う
！
歩
行
者
・
自
転
車
の
夜
間
事
故

私の道

３
歳
で
水
泳
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が
夢

視認性高い蓄光＋反射グッズ

安 心 光

０８
年
度「
ミ
ス
日
本
」

グ
ラ
ン
プ
リ

す
ず
き
・
え
り

１
９
８
７
年
１２
月
生
ま
れ
、
東
京
都
出

身
。
１
月
下
旬
、
都
内
で
行
わ
れ
た
「
ミ
ス
日
本
」
コ
ン
テ
ス

ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
身
長
１
６
５
㌢
。好
き
な
色
は
黒
。

座
右
の
銘
は
「
一
期
一
会
」。
日
大
体
育
学
科
３
年
在
籍
。

鈴
木
恵
理
さ
ん
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
（
共

生
・
共
助
社
会
）
へ
の
理
解

を
深
め
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
基
本
法
」
の
制
定
を
目
指

そ
う
―
―
。
今
春
、
都
内
の

ホ
テ
ル
で
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
国

会
議
員
や
官
僚
、
企
業
リ
ー

ダ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
（
障

害
者
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
ら

２
５
０
人
が
参
加
。
介
助
者

や
手
話
通
訳
者
、
介
護
犬
、

聴
導
犬
を
同
伴
し
た
参
加
者

の
姿
も
多
か
っ
た
。

社
会
福
祉
法
人
プ
ロ
ッ
プ

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
竹
中
ナ

ミ
理
事
長
）
と
読
売
新
聞
東

京
本
社
の
共
催
。
福
田
首
相

も
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
、
シ
ー
フ
ァ
ー
駐
日
米
大

使
や
太
田
昭
宏
公
明
党
代

表
、
民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫

幹
事
長
も
会
場
に
駆
け
つ
け

て
挨
拶
。
「
政
局
は
ネ
ジ
レ

て
い
る
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
の
実
現
に
ネ
ジ
レ
な
し
」

と
、超
党

派
で
実
現
に
取
り

組
む
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

米
国
防
総
省
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
電
子
調
整

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
ダ
イ
ナ
ー

･
コ
ー
エ
ン
理
事
長
が
基
調

講
演
の
後
、
プ
ロ
ッ
プ
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
竹
中
ナ
ミ
理

事
長
の
司
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
ダ
イ
ナ
ー
・
コ
ー
エ
ン

さ
ん
▽
石
破
茂
防
衛
相
▽
大

平
光
代
弁
護
士
▽
浜
四
津
敏

子
参
院
議
員
▽
紀
陸
孝
日
本

経
団
連
専
務
理
事
が
パ
ネ
ラ

ー
と
な
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
に
対
す
る
思
い
、
仕
事

や
生
活
の
中
で
そ
の
考
え
方

を
ど
う
生
か
そ
う
と
思
っ
て

い
る
か
、
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。最

後
に
、
竹
中
さ
ん
が「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
基
本
法
の

制
定
に
向
け
て
「
元
気
な
日

本
を
創
ろ
う
」
と
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
採
択
し
た
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
電
子

調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ａ

Ｐ
）
」
は
１
９
９
０
年
、
米

国
防
総
省
が
創
設
し
た
。
障

害
を
負
っ
た
人
が
健
常
者
と

同
じ
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
働
け
る
よ
う
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
技
術
を
駆
使
し
、

支
援
す
る
仕
組
み
で
、
現

在
、
６５
の
連
邦
政
府
機
関
に

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

同
時
多
発
テ
ロ
で
手
を
失

っ
た
女
性
も
、
音
声
認
識
装

置
付
き
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
働
い
て
い
る
し
、
重
い
障

害
を
負
っ
た
傷
痍
軍
人
も
仕

事
を
し
て
い
る
。
支
援
実
績

は
６
万
１
０
０
０
件
を
超
え

る
が
、
大
半
は
健
常
だ
っ
た

が
後
で
障
害
を
持
っ
た
人
た

ち
だ
。
視
力
が
な
い
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
え
な
い

と
か
仕
事
が
で
き
な
い
と
い

う
話
は
聞
き
た
く
な
い
。
あ

ら
ゆ
る
人
が
そ
れ
を
で
き
る

よ
う
に
、
つ
ま
り
平
等
な
土

俵
を
作
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。

障
害
者
一
人
一
人
に
ハ
ン

デ
を
補
う
た
め
の
技
術
を
探

し
、
社
会
復
帰
で
き
る
水
準

ま
で
訓
練
す
る
。
就
労
支
援

や
雇
用
機
会
を
作
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
就
労
後
も
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
を
継

続
す
る
仕
組
み
だ
。

な
ぜ
教
育
省
や
厚
生
省
で

は
な
く
国
防
総
省
か
。
そ
れ

は
、
最
高
の
技
術
は
そ
こ
が

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
米
国

で
は
、
仕
事
や
事
故
で
怪
我

を
し
て
も
戦
場
で
負
傷
し
て

も
、
基
本
的
に
は
引
き
続
き

仕
事
を
し
て
も
ら
う
の
が
普

通
。
労
災
補
償
で
大
金
を
支

払
う
よ
う
な
場
合
で
も
、
こ

の
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

シ
ス
テ
ム
な

ら
安
く
て
済
む
の
も
長
所

だ
。今

後
ま
す
ま
す
就
労
人
口

が
高
齢
化
す
る
の
で
病
気
や

怪
我
で
不
自
由
に
な
る
人
も

増
え
る
。
有
能
な
人
に
長
く

働
い
て
も
ら
え
る
仕
組
み
が

あ
れ
ば
、
社
会
的
に
も
役
立

つ
。
こ
れ
は
、
障
害
の
有
無

の
問
題
で
は
な
く
社
会
的
な

管
理
の
あ
り
方
の
問
題
だ
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
の
は
、
単
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
ド
だ
け
の
た
め
で
な

く
、
実
は
健
常
者
に
も
役
に

立
つ
。
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
」
は
、
障
害
の
あ
る
人
だ

け
で
な
く
、
普
通
の
人
に
も

優
し
い
社
会
だ
。
ぜ
ひ
日
本

で
実
現
し
て
ほ
し
い
。

浜
四
津

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
レ
イ
ナ
・
マ
リ
ア
と
い
う

歌
手
で
画
家
で
作
家
と
し
て

も
活
躍
す
る
方
は
、
両
腕
が

な
く
左
足
は
右
足
の
半
分
し

か
な
い
。
レ
イ
ナ
さ
ん
は「
私

は
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」
と

言
う
。
『
あ
な
た
は
ほ
か
の

人
と
変
わ
ら
な
い
価
値
を
持

っ
て
い
る
。
や
ろ
う
と
思
え

ば
何
で
も
で
き
る
』
と
言
わ

れ
て
育
っ
た
。
学
校
で
も
社

会
で
も
激
励
は
さ
れ
た
が
差

別
は
な
か
っ
た
。
こ
の
話
を

聞
き
、
障
害
は
不
幸
で
は
な

く
、
国
に
よ
っ
て
幸
・
不
幸

が
決
ま
る
と
思
っ
た
。
参
院

で
０４
年
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
を
形
成
す
る
、
と
決
議
さ

れ
た
。
ど
ん
な
ハ
ン
デ
が
あ

っ
て
も
「
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う

な
国
に
し
た
い
。

大
平

娘
が
ダ
ウ
ン
症
だ

が
、
せ
っ
か
く
生
ま
れ
た
の

だ
か
ら
、
少
し
で
も
社
会
の

役
に
立
つ
人
間
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
娘
を
通
し
て
「
要
ら

な
い
命
な
ん
て
な
い
」
と
、

訴
え
た
い
。
体
に
ハ
ン
デ
が

あ
っ
た
ら
障
害
だ
と
言
わ
れ

る
が
違
う
。
ハ
ン
デ
は
あ
る

が
、
障
害
で
は
な
い
。
そ
う

い
う
人
た
ち
を
障
害
者
だ
、

と
決
め
つ
け
る
心
に
問
題
が

あ
る
。
国
は
、
体
の
ハ
ン
デ

知
的
ハ
ン
デ
を
負
っ
た
人
も

同
じ
人
間
だ
、
と
い
う
教
育

を
、
ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い
。

石
破

国
民
一
人
一
人
が

誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と

が
国
防
の
第
一
歩
、
と
い
う

米
国
は
や
は
り
偉
大
な
国

だ
。
国
防
を
担
う
官
庁
が
就

労
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

に
、
米
国
の
す
ご
さ
を
感
じ

る
。
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
傷
つ
い
た
人
た
ち

に
、
社
会
が
き
ち
ん
と
機
会

を
与
え
る
、
機
会
均
等
の
米

国
ら
し
い
考
え
方
だ
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
社
会
を
作
る
こ
と

と
国
を
守
る
こ
と
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。
米
国
で
は
失

明
し
た
士
官
で
も
勤
務
で
き

る
。
い
ろ
い
ろ
な
教
育
を
行

え
、
高
い
知
識
が
得
ら
れ

る
。
退
職
さ
せ
た
ら
、
す
ご

い
お
金
を
払
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
働
け
れ
ば
そ
の
分

は
浮
く
、
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
。

紀
陸

障
害
者
雇
用
に

は
、
二
つ
追
い
風
が
あ
る
。

労
働
力
の
供
給
は
ど
ん
ど
ん

減
る
。
障
害
者
や
若
者
、
女

性
や
高
齢
者
を
含
め
、
全
員

参
加
型
の
社
会
が
あ
る
べ
き

だ
。
日
本
経
団
連
は
昨
年
１

月
「
希
望
の
国
、
日
本
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
、
全

員
参
加
型
社
会
を
目
指
そ

う
、
と
提
言
し
た
。

も
う
一
つ
は
今
、
国
会
に

か
か
っ
て
い
る
障
害
者
の
法

改
正
案
で
、
障
害
者
雇
用
の

義
務
を
掲
げ
、
特
に
２０
時
間

以
上
３０
時
間
未
満
の
短
時
間

就
労
の
障
害
者
に
つ
い
て
、

企
業
の
実
雇
用
率
算
定
に
入

れ
る
仕
組
み
。
産
業
界
も
了

解
済
み
だ
。
企
業
の
採
用
意

欲
は
強
く
、
様
々
な
技
能
の

持
ち
主
を
確
保
す
る
う
ね
り

が
あ
る
。
企
業
は
技
術
レ
ベ

ル
の
高
い
人
を
求
め
る
の

で
、
技
術
や
技
能
の
育
成
が

難
し
い
。
就
労
し
な
が
ら
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
場
を
作

り
、
技
術
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

こ
と
が
重
要
だ
。

コ
ー
エ
ン

多
く
の
企
業

は
最
初
、
あ
ま
り
に
も
コ
ス

ト
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
障
害

者
の
雇
用
に
は
腰
が
引
け
て

い
た
が
、
障
害
者
を
雇
っ
て

も
お
金
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。
彼
ら
を
ス
タ
ッ
フ
に
迎

え
入
れ
た
こ
と
で
、
お
金
が

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
現
実
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
情

熱
的
な
皆
さ
ん
が
い
る
の

で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
は

絶
対
に
で
き
る
。
前
進
は
可

能
で
、
こ
の
国
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
障
害
を
持
つ

人
た
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
を

巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
が
そ
の
変
化
を

引
き
起
こ
す
主
体
に
な
る
、

と
い
う
力
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
素
晴
ら
し
い
活
動
を
進

め
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

□
ダ
イ
ナ
ー
・
コ
ー
エ
ン
米
国
防
総
省
Ｃ
Ａ
Ｐ
理

事
長

□
石
破
茂
防
衛
大
臣

□
大
平
光
代
弁
護
士

□
浜
四
津
敏
子
参
議
院
議
員

□
紀
陸
孝
日
本
経
団
連
専
務
理
事

□
竹
中
ナ
ミ
プ
ロ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
理
事
長

宣
言
文
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
基
本
法
の
制
定
に
向
け

て
―
元
気
な
日
本
を
創
ろ
う

―
」（
要
旨
）

格
差
問
題
や
少
子

化
、
職
場
、
家
族
や

地
域
の
絆
の
弱
体

化
、
日
本
は
様
々
な

国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
も

低
下
し
た
。
日
本

が
、
地
域
や
職
場
が

元
気
に
な
る
に
は
、

一
人
一
人
が
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら

す
こ
と
。
年
齢
、
性

別
、
障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
個
性
や
能

力
を
認
め
ら
れ
、
生

き
生
き
暮
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
。

日
本
に
は
男
女
、

障
害
、
高
齢
な
ど
分

野
ご
と
の
基
本
法
は

あ
る
が
ト
ー
タ
ル
な

法
は
な
い
。
誰
も
が

個
性
や
能
力
を
生
か

し
、
相
互
に
理
解
し

助
け
合
い
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
強
く

や
さ
し
い
社
会
を

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
」
と
呼
び
た
い
。
加
速
す

る
少
子
高
齢
化
。
誰
も
が
生

き
生
き
と
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
え
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
」
を
形
成
す
る
の
が

課
題
だ
。
誰
で
も
歳
を
と
れ

ば
障
害
を
持
ち
心
を

病
む
可
能
性
が
あ

る
。次

の
こ
と
を
目
指

し
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
基
本
法
」
の
早

急
な
制
定
を
提
案
す

る
。◇

国
民
一
人
ひ
と

り
が
個
性
や
能
力
を

生
か
し
て
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
備
し
個

人
を
元
気
に
し
よ
う

◇
個
性
や
能
力
の

違
う
個
人
が
助
け
合

う
こ
と
で
生
き
や
す

く
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
生
み
出
し
、
地

域
や
職
場
を
元
気
に

し
よ
う

◇
個
人
と
地
域
や

職
場
が
元
気
に
な
る

こ
と
に
よ
り
日
本
を

元
気
に
し
よ
う

社
会
福
祉
法
人
プ
ロ

ッ
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
理
事
長

竹
中
ナ

ミユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会

基
本
法
起
草
委
員
会

「
道
の
駅
」
と
い
う
文
字

を
、
自
由
に
書
い
て
み
ま
せ

ん
か
―
―
。
社
団
法
人
全
日

本
書
道
教
育
協
会
（
高
木
厚

人
会
長
）
は
、
道
２１
世
紀
新

聞
と
共
同
で
、
読
者
か
ら「
道

の
駅
」の
文
字
を
募
集
す
る
。

募
集
要
項
は
別
記
の
通
り

だ
が
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
な
ど
墨
で
書
い
て

あ
れ
ば
何
で
も
よ
い
。
ハ
ガ

キ
や
包
装
紙
な
ど
、
半
紙
以

外
の
自
由
な
紙
で
も
よ
く
、

今
回
は
特
に
、
必
ず
し
も
紙

で
な
く
、
木
や
石
な
ど
身
の

回
り
に
あ
る
物
に

書
い
て

も
よ
い
、と
提
案
し
て
い
る
。

書
道
教
育
協
会
は
１
９
３

１
年
に
発
足
、
６０
年
に
社
団

法
人
の
認
可
を
受
け
た
伝
統

あ
る
書
道
団
体
。
審
査
は
同

協
会
の
先
生
方
が
担
当
、
優

秀
作
品
は
、
本
紙
上
で
も
発

表
す
る
。

現
代
社
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
進
み
、
「
文

字
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
い

る
。
「
書
道
」
は
、
文
字
を

書
く
と
い
う
実
用
分
野
を
、

芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
た
文

化
。
同
協
会
は
、
伝
統
芸
術

の
一
つ
で
あ
る
書
道
の
普
及

と
指
導
が
役
割
、
と
の
立
場

か
ら
珍
し
い
形
の
募
集
に
し

た
。同

協
会
は
「
紙
が
な
い
昔

は
、
木
や
皿
の
裏
な
ど
身
の

回
り
の
物
に
文
字
を
書
い
て

い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
上
手
と

か
下
手
で
は
な
く
、
心
情
を

表
す
た
め
の
行
為
が
書
く
こ

と
だ
っ
た
は
ず
。
今
回
は
、

初
の
試
み
と
し
て
、
そ
の
原

点
に
還
り
、
楽
し
い
、
ユ
ニ

ー
ク
な
、
面
白
い
作
品
を
期

待
し
て
い
る
」
と
、
話
し
て

い
る
。

【
募
集
要
項
】

▽
課
題
∥
「
道
の
駅
」

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
な
ど
を
墨
を
使
っ
て
書

く
。▽

大
き
さ
∥
紙
な
ら
書
道

用
半
紙
大
ま
で
。
紙
以
外
の

物（
木
片
、石
、葉
っ
ぱ
な
ど
）

の
場
合
は
、
大
き
さ
は
規
定

し
な
い
が
、
必
ず
写
真
に
撮

っ
て
、
写
真
を
送
る
こ
と
。

▽
締
め
切
り
∥
７
月
３１
日

着
ま
で
。

▽
宛
先
∥
〒
１
６
９
―
０

０
７
３

東
京
都
新
宿
区
百

人
町
１
―
１９
―
１３
浅
川
ビ
ル

５
階
（
社
）
全
日
本
書
道
教

育
協
会
「
道
の
駅
」
係
。

▽
問
い
合
わ
せ
∥
同
協
会

０３
・
３
３
６
１
・
２
２
２
１

都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

竹中 ナミ氏

思
い
や
り
あ
る
社
会
を

障
害
者
雇
用
に
追
い
風

福田首相もビデオメッセージを寄せた

パ
ネ
ラ
ー

全日本書道教育協会が募集

大会宣言「元気な日本を創ろう」

司
会
進
行

ダイナー・

コーエン氏

米
国
防
総

省

Ｃ
Ａ
Ｐ
理
事
長

コ
ー
エ
ン
氏
が
基
調
講
演
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新
し
い
旅
行
商
品
普
及
の

た
め
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創

出
・
流
通
促
進
事
業
を
支
援

す
る
国
土
交
通
省
は
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
実
証
実
験
の
開

催
希
望
者
の
中
か
ら
第
１
回

分
と
し
て
４６
事
業
を
採
択
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。

採
択
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
は
７
月
か
ら
秋
に
か
け

て
実
施
さ
れ
、
▽
マ
ン
ガ
の

世
界
を
再
現
し
た
温
泉
街
で

主
人
公
が
疑
似
体
験
（
北
海

道
・
洞
爺
湖
）
▽
世
界
遺
産

登
録
を
め
ざ
す
富
岡
製
糸
場

や
世
界
最
大
級
の
地
下
５
０

０
揚
水
式
発
電
所
の
社
会
科

見
学
（
群
馬
・
上
野
村
）
▽

富
士
山
の
絶
景
を
仰
ぐ
毛
無

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
金
山
跡

で
の
砂
金
採
取
▽
林
業
や
木

工
体
験
で
木
を
感
じ
木
に
学

ぶ
山
里
ツ
ア
ー
（
奈
良
・
宇

陀
）
な
ど
い
ず
れ
も
地
域
密

着
型
だ
。

国
は
「
観
光
立
国
」
を
国

政
の
重
要
な
柱
に
掲
げ
、
観

光
庁
を
今
秋
開
設
。
従
来
の

名
所
・
旧
跡
、
温
泉
と
い
っ

た
定
番
型
と
は
ひ
と
味
違
う

新
し
い
旅
行
の
創
出
、
定
着

を
目
指
す
。「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」

で
日
本
の
魅
力
度
を
高
め
、

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数
の

半
分
し
か
な
い
訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
２
０
１
０
年
に
倍

増
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

団
体
か
ら
個
人
・
グ
ル
ー

プ
化
へ
な
ど
質
的
変
化
も
見

せ
、
最
盛
期
の
９０
年
代
に
比

べ
ジ
リ
貧
状
態
の
国
内
旅
行

を
見
直
し
、
日
本
人
自
身
に

日
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
大
切
。
そ
こ
で「
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
「
産
業

観
光
」
な
ど
新
た
な
形
態
の

旅
行
市
場
活
性
化
に
国
も
力

を
入
れ
る
。

０７
年
度
８
０
０
０
万
円
、

０８
年
度
５
６
０
０
万
円
の
事

業
予
算
を
計
上
。
ニ
ュ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
旅
行
商
品
化
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
地
方
運
輸

局
ご
と
に
設
置
す
る
旅
行
会

社
や
有
識
者
に
よ
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
も
活
用
、
地
域
の

産
官
学
民
連
携
に
よ
る
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
開
発
し
て

も
ら
う
。

国
土
交
通
省
は
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
３
回
に
わ
た

り
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体

か
ら
新
規
開
設
申
請
の
あ
っ

た
道
の
駅
１２
カ
所
を
追
加
登

録
し
た
。
こ
の
う
ち
、
今
夏

サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
北
海

道
洞
爺
湖
町
の
「
と
う
や

湖
」
な
ど
半
数
は
、
す
で
に

開
業
し
て
い
る
。
１
９
９
３

年
（
平
成
５
年
）
に
制
度
化

さ
れ
１
０
３
駅
で
ス
タ
ー
ト

し
た
道
の
駅
は
、
こ
の
２７
回

目
の
登
録
で
全
国
８
８
０
駅

と
な
っ
た
。

「
歴
史
・
文
化
・
環
境
か

ら
の
地
域
再
生
―
―
日
本
風

景
街
道
に
響
く
新
た
な
鼓

動
」
を
テ
ー
マ
に
４
月
２

日
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

の
三
越
劇
場
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
。
名
橋
「
日

本
橋
」
保
存
会
な
ど
が
主

催
、
日
本
橋
地
域
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
１
０
０
年
計
画
委
員
会

と
区
が
後
援
し
た
。
日
本
風

景
街
道
に
は
全
国
９３
ル
ー
ト

が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
東

北
か
ら
九
州
に
ま
た
が
る
５

地
域
の
代
表
が
ブ
ロ
ッ
ク
を

越
え
て
語
り
合
っ
た
の
は
初

め
て
。

日
本
風
景
街
道
は
、
自
然

環
境
や
歴
史
、
文
化
、
景
観

に
優
れ
た
道
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
を
通
じ
て
、
観
光
交

流
な
ど
の
地
域
活
性
化
を
促

進
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

国
土
交
通
省
道
路
局
が
手
が

け
る
事
業
。
全
国
で
９３
ル
ー

ト
が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ル
ー
ト
で
公
民
連
携
に
よ

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

が
推
進
母
体
を
形
成
、
地
域

固
有
の
歴
史
、
文
化
、環
境
、

景
観
を
生
か
し
た
道
づ
く

り
、
風
景
づ
く
り
の
活
動
に

取
り
組
む
。

日
本
橋
は
徳
川
家
康
の
江

戸
開
府
と
同
時
に
五
街
道
の

起
点
に
定
め
ら
れ
た
歴
史
を

持
ち
、
今
日
で
も
日
本
の
道

路
の
起
点
と
し
て
橋
の
真
ん

中
に
「
日
本
国
道
路
元
標
」

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
日

本
風
景
街
道
に
も
名
橋
「
日

本
橋
」
保
存
会
な
ど
が
推
進

母
体
と
な
っ
て
登
録
し
て
お

り
、
「
五
街
道
の
歴
史
と
伝

統
を
２１
世
紀
の
み
ち
づ
く
り

に
生
か
し
、
日
本
風
景
街
道

の
全
国
的
な
情
報
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
め
ざ
す
」
（
同
保

存
会
事
務
局
）
と
言
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
大
分

県
湯
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
に

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
溝
口

薫
平
玉
の
湯
会
長
が
「
や
ま

な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
環
境
再

生
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
た

の
を
は
じ
め
、
後
藤
靖
子
山

形
県
副
知
事
が
「
古
道
を
掘

り
起
こ
す
東
北
の
動
き
」
と

題
し
て
六
十
里
越
街
道
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
大
阪
市
の

御
堂
筋
で
斬
新
な
道
づ
く
り

に
取
り
組
む
成
松
孝
氏
の

「
水
と
緑
の
回
廊
―
御
堂
筋

・
中
之
島
」
、
愛
知
県
田
原

市
の
渡
辺
澄
子
エ
コ
エ
ネ
推

進
室
長
に
よ
る
「
渥
美
半
島

菜
の
花
と
潮
騒
の
エ
コ
ロ

ー
ド
」
に
続
い
て
、
名
橋
保

存
会
の
細
田
安
兵
衛
副
会
長

が
「
五
街
道
か
ら
風
景
街
道

へ
―
―
甦
る
日
本
橋
」
で
事

例
報
告
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
を
聞
い

て
、
中
村
良
夫
東
京
工
業
大

学
名
誉
教
授
は
「
日
本
風
景

街
道
に
参
加
し
て
い
る
地
域

と
活
動
に
は
多
様
性
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で

奥
行
き
が
あ
る
。
道
を
通
じ

て
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、

そ
こ
か
ら
地
域
文
化
が
創
造

さ
れ
る
」
と
評
価
、
日
本
風

景
街
道
を
通
じ
て
新
し
い
生

活
文
化
が
生
ま
れ
る
と
の
期

待
を
述
べ
た
。

日
本
風
景
街
道
は
大
都
市

と
地
方
と
の
交
流
・
連
携
に

よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
促
進

す
る
の
が
目
的
だ
け
に
、
東

京
都
心
に
住
み
、
働
く
人
た

ち
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
旅
行
」商
品
化
へ

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
験
４６
事
業
を
採
択

国
交
省

５
地
域
の
代
表
者
が
日
本
橋
で
シ
ン
ポ

観
光
庁
を
今
秋
開
設

全
国
で
８
８
０
駅
に

供用予定

Ｈ２０．４

Ｈ２０．４

Ｈ２０．４

Ｈ２０．４

Ｈ２０．４

Ｈ２０．６

Ｈ２０．７

Ｈ２０．６

Ｈ２０．９

Ｈ２０．４

Ｈ２０．６

Ｈ２０．４

日本一の琥珀の産地で有名な久慈市の中心市街地にあり、新鮮な魚介類や琥
珀、小久慈焼などの魅力がいっぱいです。施設内に、久慈秋祭り山車展示コ
ーナー、レトロ博物館などがあります。
【情報提供コーナー、休憩コーナー、レストラン、地場特産品販売所、観光
資料展示コーナー、山車創作体験館、レトロ博物館】

本市最大の観光資源であるさつき松原や玄界灘が一望でき、釣川河口から海
が間近に感じられる景観に優れた場所です。また、近隣には県内屈指の漁獲
高を誇る鐘崎漁港をはじめ多数の漁港があり、新鮮な魚介類の直売所や地元
漁師料理を堪能できる食堂もあります。
【情報提供コーナー、レストラン、物産直売所】

道北の自然景観豊かな田園地帯に位置し、もち米生産日本一のもち加工品が
名産。新鮮な野菜販売や、もちつき実演が見られます。ＦＭスタジオで道路
・観光情報を発信します。近くに温泉、スキー場、カーリング場、パークゴ
ルフ場があります。
【休憩コーナー、情報提供コーナー、レストラン、農産物直売コーナー】

寿都湾や積丹半島、道立自然公園の弁慶岬を一望できる自然景観に恵まれた
駅です。地元の水産加工品を販売しています。近くには、寿都温泉ゆべつの
ゆ、弁慶岬、鰊御殿、道有形文化財カクジュウ佐藤家、風力発電所などの観
光スポットがあります。 【情報提供コーナー、多目的スペース、物産展示
コーナー、加工実習室、サークル活動室】

札幌と道南を結ぶ大動脈である国道２３０号沿いの洞爺地区高台に位置し、南
は眼下に洞爺湖が眺望でき、北は羊蹄山・ニセコ連邦が望める風光明媚な場
所にあります。当駅には、地場産品の直売コーナーや、地元食材を使う食堂
があります。
【情報提供コーナー、休憩コーナー、地場産品直売コーナー、食堂】

日本三名山の一つである霊峰白山の山ろくに位置し、岐阜県側の白山登山の
拠点となっております。施設内に、温泉施設「しらみずの湯」もあり、登山客の
足をいやし、来訪者に白川村の豊富な観光資源の魅力を情報発信しています。
【情報提供コーナー、温泉「しらみずの湯」、地域物産館】

日本で２番目に広い湖「八郎潟」干拓でできた大潟村に位置し、一帯は延長
５２km の堤防で囲まれた海抜ゼロメートル地帯です。産直センターで、新鮮
な農産物や地元の特産品を購入できます。隣接する干拓博物館では、干拓の
歴史を始めとする地域の歴史文化を伝承しています。
【産直センター潟の店、軽食、情報休憩コーナー】

金剛生駒紀泉国定公園の山すそに位置し、西国三十三ヶ所第４番札所の施福
寺など多数の観光スポットが近くにあります。地元農産物や特産品販売のほ
か、餅や当地の米で焼き上げた米粉パンなどできたての味も楽しめます。
【情報提供コーナー、喫茶・休憩コーナー、物産販売コーナー、農産加工室】

八東川を中心に周囲を山に囲まれた自然豊かな場所にあります。施設は周辺
環境との調和を図るため、付近の観光名所にもなっている蔵通り、カリヤ通
りをイメージした造りなっています。また、隣接する若桜鉄道には走行可能
なＳＬが展示されています。
【情報提供コーナー・特産物販売所・レストラン・特産物加工場・体験工房】

福富ダムの湖水に周囲を囲まれ、湖畔のロケーションを最大限に利用でま
す。「こだわりの郷」や「クロボヤ峡」など周辺にある多くの観光資源を活
かした体験学習の提供、地域農産物を活かした食事の提供や特産品の販売を
行います。
【情報提供コーナー・交流施設・多目的ホール・バーベキュー広場】

耳納連山と筑後川に育まれた耳納北麓地域の豊かな自然・歴史・文化を活か
した「みどりの里づくり」の情報発信施設。周辺の緑化センターやハゼ並木、
温泉施設施設も一体的に楽しめ、自然とのふれあいやすらぎを満喫できま
す。地域防災計画で、災害時には緊急避難所としても活用されます。
【情報提供コーナー・物産館・レストラン】

正面南側に阿蘇山、北側に農地が広がり、外輪山を一望できる豊かな景観を
備えています。安全でとてもヘルシーな「阿蘇のあか牛」、「阿蘇たかな漬」
などの特産品を展示販売します。インフォメーションに案内人が待機し、自
然、歴史、文化などのテーマに合わせた散策コースの情報を提供いたします。
【情報提供コーナー・総合案内施設】

新たに登録された道の駅
特色など【主要施設】

やまなみハイウエイ

日本橋ファサード

くじ
（岩手県久慈市中町二丁
目）
・国道２８１号

むなかた
（福岡県宗像市江口）
・国道４９５号

もち米の里☆なよろ
（北海道名寄市風連町西
町）
・国道４０号

みなとま～れ寿都
（北海道寿都町字大磯町）
・主要道道寿都黒松内線

とうや湖
（北海道洞爺湖町香川）
・国道２３０号

飛騨白山
岐阜県白川村平瀬高ダイ
・国道１５６号

おおがた
（秋田県大潟村字西五丁
目）
・主要地方道男鹿八竜泉

いずみ山愛の里
（大阪府和泉市仏並町）
・国道１７０号

若桜
（鳥取県若桜町若桜）
・国道２９号

湖畔の里福富
（広島県東広島市福富町）
・国道３７５号福富豊栄バ
イパス

くるめ
（福岡県久留米市善導寺
町）
・国道２１０号

阿蘇
（熊本県阿蘇市黒川）
・国道５７号

駅名 場所 路線名
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日本三大銅山のひとつ、別子銅山の跡地を、開坑３００

年を機にテーマパーク「マイントピア別子」として整備

した＝写真。江戸時代の採鉱場面を再現したジオラマや

鉱石を展示した観光坑道のほか温泉施設を併設。道の駅

も兼ねている。

館内を案内してくれるのが「マイントピアを楽しく育

てる会」のメンバー。郷土の歴史に詳しい教員なども参

加しており、本に載っていない秘話も聞ける。

市内には別子銅山の近代化に尽力した広瀬宰平の業績

を記念した広瀬歴史記念館などもあり、予約があれば、

こうした施設の案内もしている。問い合わせは道の駅。

（松山道新居浜ＩＣから新居浜別子山線）

初夏は観光のベストシーズン。知らない土地

を訪ねる〝ワクワク旅行〟も、現地に詳しいガ

イドがいるといないとでは大違い。近年は地元

の人が、もてなしの心で務めるボランティアガ

イドが静かな人気を呼んでいる。観光パンフに

も載っていないお得な情報を入手できたり、隠

れた名所を案内してもらえるなどのメリットも

ある。その数全国でざっと１２００団体ともいわれ

るボランティアガイド。その中から１２地点をピ

ックアップして特集する。（団体によっては有

料の場合もあるので、事前にチェックを！）

竜王町は、西の竜王山（鏡山）と東の竜王山（雪野山）

に抱かれた地で、神社仏閣や史跡が点在している。

鏡山は、鞍馬山を下りた１６歳の牛若丸がひとりで元服

し、源義経となった地として知られ、多くのゆかりの場

所が残る。町では、ＮＨＫ大河ドラマ「義経」が２年前

に放送されたのを機に、ボランティアガイドが観光案内

活動をするようになった。

基本は、駅から元服池、鏡神社、御幸山～白木屋跡～

平宗盛胴塚～蛙鳴かずの池など３コース。すべて、道の

駅発着。（名神道竜王ＩＣからＲ８）

道の駅は玉野市の中央部に位置する２００㌶の広大な「み

やま公園」に隣接。園内には３００種１５万本の木々がある。

その公園の中に、２０００年に市制６０周年記念として建設さ

れたのが市立深山イギリス庭園。

イギリス人庭園技師、ピーター・サーマン氏設計によ

る園内は、八つのテーマガーデンで構成され、多くの花

や樹木が心を和ごませてくれる。

公園の良さをさらによく知ってもらおうと発足したの

が、ボランティアによ

る庭園案内ガイド＝写

真。花が大好き、自然

が大好きな約２０人のメ

ンバーが設計者のコン

セプトなどを解説して

くれる。無料。問い合

わせは同公園。（山陽

道岡山ＩＣからＲ３０）

（小見出しは、ボランティアガイド名、所在地、最

寄りの道の駅、駅の電話番号の順。文末のカッコ内は、

高速道路ＩＣから道の駅に至る主なルート）

１８５４（嘉永７）年の日米和親条約により開港となった

下田港。当地の歴史を観光客に知ってもらおうと、同市

の募集に応じた市民スタッフが、伊豆急下田駅前の観光

案内所に待機し観光案内をしている。

平日は午前１０時発、土・日曜日と祝日は午前１０時と午

後１時発の２回、観光コースを無料で案内してくれる。

コースは、歴史の散歩道、伊豆の踊り子となまこ壁の二

つ。団体と定刻以外の時間の場合は要予約（有料＝１人

１００円）になる。このほか道の駅から出発する３コース

も別にある。

問い合わせは同協会☎０５５８・２３・０３０８。（東名道沼津Ｉ

ＣからＲ１３５）

登米市（旧石森町）は「サイボーグ００９」「仮面ライダ

ー」など多くの名作を残して、１０年前、６０歳で世を去っ

た「萬画家」石ノ森章太郎のふるさと。

現在は生家のそばに「石ノ森章太郎ふるさと記念館」

が建つ。記念館の建設を機に、幼少時の石ノ森を知る地

元の友人たちが集まって発足したのが、ボランティアガ

イド「さぶ」。

生家に残る思い出の品々や「思い出の小道」と名づけ

られた付近の自然をエピソードとともにガイドしてい

る。会の名前の由来は、時代劇マンガ「佐武と市捕物控」

と、「補助」の意味の英語「サブ」から取った。問い合

わせは同記念館☎０２２０・３５・１０９９。（東北道古川ＩＣから

Ｒ３４６）

ひまわりは北竜町の町

花。同町のひまわり栽培

面積は１００㌶で、日本一。

道の駅の裏手に広がる

「ひまわりの里」は、東

京ドーム６個分（２３㌶）。

世界のひまわり１００万本が花開く。

この７月から８月中旬の最盛期に開かれるのがひまわ

り祭り。期間中は北竜ボランタリー協会のボランティア

がガイドを務めるが、うち２日間は同町立北竜中の中学

生がガイドする＝写真。同中では総合学習として、ひま

わりの栽培を授業に取り入れており、先輩から後輩へと

ガイド方法を受け継いでいる。

駅ではひまわりの種を使った菓子などを販売してい

る。問い合わせは同町☎０１６４・３４・２１１１。（深川留萌道北

竜ひまわりＩＣからＲ２７５）

市民の歴史同好会を中核に発足したボランティアガイ

ド。予約制で、あらかじめ見学場所を決めて現地待ち合

わせでガイドをしてくれる。

また青島神社の観光インフォメーション

（毎日）と江田神社（金～日）にスタッフ

が待機し、その場でのガイドにも応じてい

る。主な案内場所は伊邪那岐命がみそぎを

した、みそぎ池や青島神社など。

スタッフは、古事記神話を基本とした日向神

話を学んでいる。問い合わせは同協議会事務局

☎０９８５・２０・８６５８。（宮崎道宮崎ＩＣからＲ２２０）

信州安曇野の真ん中、池田は「美しい日本の歩きたく

なる道５００選」の長野県トップに選ばれた「北アルプス

展望のみち」（全長１８㌔）があり、トレッキング、ウオ

ーキングコースが充実している。

池田町ガイドマスターは、こうした里山トレッキング

やウオーキン

グなど目的に

応じたコース

の紹介をして

くれるほか、

同行案内もし

てくれる＝写

真。ガイド内

容も動植物か

ら地元の民話、遺跡まで多岐にわたる。

問い合わせは同町観光協会☎０２６１・６１・１７５５。（長野道

豊科ＩＣから大町明科線）

「うだつ」とは、１階の屋根と２階の屋根の間に、張り

出すように設けられた小さな防火壁。江戸中期ごろから

装飾的な意味合いで商家が競うように取り付けた。

江戸時代中期に阿波藍の集散地として栄えた脇町

（現美馬市）は、今でも白壁に本瓦葺きの昔

ながらの家屋が建ち並ぶ「うだつ

の町」として知られ、重要伝統的

建造物群保存地区となっている。

「うだつの町並みボランティア

ガイド」は、映画「虹をつかむ男」

ロケで使われた脇町劇場

（オデオン座）、０１年に

オープンした町指定文化

財・吉田家住宅（藍商）

などを中心に案内してい

る。（徳島道脇町ＩＣか

ら鳴門池田線）

たいぶさ

大房岬は富浦湾と

館山湾を区切るように

突き出た岬。手付かず

の自然が残る一方で、

砲台などの戦争遺跡も

残る。

地元のＮＰＯ富浦エ

コミューゼ研究会が中

心となって、大房岬を

案内する「大房ガイド」を養成している。大房ガイドが

案内する岬探検ツアー（完全予約制、１０人～、１人５００

円、ガイドブック付き）＝写真＝は様々な側面から大房

岬の魅力を伝えてくれる。

とみうら枇杷倶楽部は９３年の第１回道の駅登録証の交

付を受けた老舗の駅。問い合わせ・申し込みは同倶楽

部。（館山道木更津ＩＣからＲ１２７）

義経に続くのは弁慶。熊野古道の入り口にあたる田辺

市には、弁慶生誕の地とされる闘鶏神社があり、同市の

観光ボランティアガイドの会の案内コースの定番になっ

ている。

会発足のきっかけは９９年の南紀熊野体験博。各地から

大勢の観光客が訪れたが、十分な案内ができなかった反

省から誕生した。現在は月４回の定例会で、地域の歴史

などを学ぶ。

メンバーはＪＲ紀伊田辺駅前の南紀田辺観光案内セン

ターに常勤し、あらゆる相談に対応している。問い合わ

せは☎０７３９・２５・４９１９。（阪和道みなべＩＣからＲ３７１）

五城目の朝市は、５００年前、地頭・安東季宗の命で、

町村に「市神」をまつらせ、市を開いたのが始まりと伝

えられる。

終戦直後までは月６回の開催だったが、現在は毎月

２、５、７、０の付く日（月１２回）に開かれるようにな

った。今でも下タ町（したまち）通り商店街には１００軒

近くの露店が連なり、にぎわいをみせる。

「まちの道先案内人」は街中の休憩所に待機し、朝市の

由来などを説明してくれる。問い合わせは同町☎０１８・８５２

・５２２２。（秋田道五城目八郎潟ＩＣからＲ２８５）

■ひまわりガイド

■まちの道先案内人

■ボランティアガイド「さぶ」

■大房ガイド

■下田ボランティアガイド協会

■池田町ガイドマスター

■竜王町観光ウェルカムガイド

■田辺観光ボランティアの会

■深山イギリス庭園案内

■うだつの町並みボランティアガイド

■マイントピアを楽しく育てる会

■神話の語り部ガイドボランティア協議会

フェニックス ☎０９８５・６５・２７７３

マイントピア別子 ☎０８９７・４３・１８０１

宮崎市

愛媛県新居浜市

神話の語り部ガイドボランティア協議会

マイントピアを楽しく育てる会

３

４

１

８

５

６

２

７

９

１１

１２

１０

１２

１１

■２

藍ランドうだつ ☎０８８３・５３・２３３３

みやま公園 ☎０８６３・３２・０１１５

徳島県美馬市

岡山県玉野市

うだつの町並みボランティアガイド

深山イギリス庭園案内

１０

９

竜王かがみの里 ☎０７４８・５８・８７００

龍神 ☎０７３９・７９・０５６７

滋賀県竜王町

和歌山県田辺市

竜王町観光ウェルカムガイド

田辺観光ボランティアの会

７

８

池田 ☎０２６１・６２・６２００

開国下田みなと ☎０５５８・２５・３５００

長野県池田町

静岡県下田市下田ボランティアガイド協会

池田町ガイドマスター６

５

米山 ☎０２２０・５５・２７４７

び わ

とみうら枇杷倶楽部 ☎０４７０・３３・４６１１

宮城県登米市

千葉県南房総市

ボランティアガイド「さぶ」

大房ガイド

３

４

五城目 ☎０１８・８７９・８４１１

サンフラワー北竜 ☎０１６４・３４・３３２１

秋田県五城目町

北海道北竜町

まちの道先案内人

ひまわりガイド

２

１

■１

２

■３

■４

■５

■６

■７

■８
■９

■１０
■１１

■１２
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滋
賀
県
の
東
部
、
彦
根
市

か
ら
甲
賀
市
へ
向
か
っ
て
国

道
３
０
７
号
を
２０
㌔
も
南
下

す
る
と
、
一
面
の
ポ
ピ
ー
の

花
が
広
が
っ
て
い
る
。
赤
い

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
畑
は

約
１
㌶
。
そ
こ
に
あ
る
し
ゃ

れ
た
建
物
が
駅
だ
。

ま
さ
に
初
夏
。
空
気
も
お

い
し
い
。

駅
は
東
近
江
市
と
し
て
２

０
０
６
年
に
今
の
姿
に
な
る

１１
年
も
前
、
旧
愛
東
町
が
農

協
、
商
工
会
と
共
同
出
資

し
、
農
業
振
興
や
都
市
と
農

村
の
交
流
を
目
的
に
建
て
ら

れ
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
旧

愛
東
町
の
町
花
で
、
駅
名
も

そ
れ
に
ち
な
む
。

オ
ー
プ
ン
時
か
ら
駅
長
を

務
め
る
藤
関
明
雄

さ

ん

（
５７
）
は
、
大
手
ス
ー
パ
ー

の
元
社
員
。
「
愛
東
が
ふ
る

さ
と
な
ん
で
す
よ
。
お
役
に

立
て
れ
ば
と
引
き
受
け
ま
し

た
」
。
藤
関
さ
ん
の
モ
ッ
ト

ー
は
「
遠
回
り
し
て
も
寄
り

た
い
駅
」
づ
く
り
。
都
市
住

民
の
求
め
る
「
自
然
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
当
初
３０
㌃
だ

っ
た
畑
を
現
在
の
２
・
３
㌶

へ
と
順
次
拡
大
し
な
が
ら
、

菜
の
花
の
ほ
か
ポ
ピ
ー
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
コ

ス
モ
ス
な
ど
１
年
草
を
植

え
、
ど
う
ぞ
摘
み
取
っ
て
と

客
を
い
ざ
な
っ
て
き
た
（
一

部
摘
取
料
あ
り
）。

周
辺
の
農
家
で
は
イ
チ
ゴ

狩
り
な
ど
も
で
き
る
。
春
か

ら
秋
に
か
け
て
の
イ
ベ
ン
ト

は
１５
を
超
え
る
。

６
人
の
職
員
の
ほ
か
、
臨

時
職
員
１４
人
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
雇
う
が
、
「
花
の
種

は
私
た
ち
が
自
分
で
ま
く
ん

で
す
よ
。
そ
れ
と
、
い
つ
だ

っ
た
か
、
お
客
に
『
梅
干
し

を
作
り
た
い
の
』と
言
わ
れ
、

さ
っ
そ
く
農
家
に
梅
だ
け
で

な
く
シ
ソ
の
葉
も
栽
培
し
て

も
ら
う
な
ど
、
密
接
に
コ
ン

タ
ク
ト
し
て
い
ま
す
」。

畑
の
軽
い
散
策
で
心
地
よ

い
汗
を
か
け
ば
、
フ
ル
ー
ツ

・
ハ
ー
ブ
工
房
「
ラ
プ
テ

ィ
」
で
地
元
の
農
産
物
と
牛

乳
で
作
っ
た
氷
菓
「
イ
タ
リ

ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
の
甘
さ

に
舌
は
と
ろ
け
て
い
く
。

植
物
温
室
「
い
き
い
き
元

気
館
」
を
の
ぞ
き
、
メ
ー
ン

施
設
の
「
田
園
生
活
館
」
で

県
内
の
土
産
物
や
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
・
ハ
ー
ブ
を
選
び
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
工
房
「
花
工
房
」
で
ひ

と
時
を
過
ご
す
の
も
よ
い
。

県
内
客
が
圧
倒
的
だ
が
、

週
末
に
な
れ
ば
京
阪
神
地
区

や
東
海
地
方
の
ナ
ン
バ
ー
も

目
立
つ
。
年
間
１０
万
人
を
見

込
ん
で
い
た
入
場
者
は
、
い

ま
３５
万
～
４０
万
人
に
増
え
て

い
る
と
い
う
。

頭
の
痛
い
の
は
冬
だ
。
鈴

鹿
山
脈
の
ふ
も
と
だ
け
あ
っ

て
、
雪
が
少
な
く
な
い
。
当

然
、
花
は
咲
か
な
い
。
客
足

が
ぱ
っ
た
り
途
絶
え
る
。
こ

れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が

課
題
だ
が
、
合
併
に
伴
っ
て

地
元
関
係
の
産
品
が
増
え
た

た
め
、
現
在
は
野
菜
な
ど
を

並
べ
て
い
る
「
直
売
館
」（
１

７
０
平
方
㍍
）
を
今
年
度
は

倍
以
上
に
広
げ
る
計
画
で
あ

る
。
と
に
か
く
積
極
的
な
の

だ
。
「
こ
れ
か
ら
は
う
ち
の

駅
に
し
か
置
い
て
い
な
い
も

の
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
藤
関
さ
ん
は
話
し

て
い
る
。

昨
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
旅
行
し

て
い
る
と
き
に
、
高
速
道
路
を
補

修
し
て
い
る
現
場
を
通
り
か
か
り

ま
し
た
。
往
復
４
車
線
の
橋
の
、

片
側
２
車
線
分
を
止
め
て
補
修
工

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
わ
が
国
で
は
、
全
体

に
幅
が
足
り
な
い
か
ら
上
り
下
り

を
一
車
線
ず
つ
絞
り
、
往
復
２
車

線
を
一
方
の
橋
に
乗
せ
て
片
側
の

橋
の
工
事
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
な
ん
と
、
速
度
制
限
を

し
な
が
ら
で
し
た
が
、
も
と
も
と

２
車
線
の
一
方
の
橋
を
、
４
車
線

と
し
て
運
用
し
て
い
た
の
で
す
。

同
じ
こ
と
を
昔
、
ド
イ
ツ
で
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

国
で
は
、
補
修
時
に
も
車
線
数
を

制
限
す
る
こ
と
な
く
、
つ
ま
り
渋

滞
に
よ
る
大
き
な
国
民
経
済
的
損

失
を
出
さ
ず
に
工
事
が
で
き
る
高

速
道
路
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

わ
が
国
の
大
都
市
に
は
、
環
状

道
路
が
足
り
な
い
、
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。
東
京
に
は
完
成
し
た
環

状
道
路
は
、
首
都
高
の
都
心
環
状

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
整
備
中
の

三
つ
の
環
状
道
路
の
車
線
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
往
復
４
車
線
（
外
環
の

東
京
都
下
だ
け
６
車
線
）
で
す
。

し
か
し
、
北
京
の
四
つ
の
環
状

道
路
の
車
線
数
は
、
内
側
か
ら
順

に
４
車
線
、
８
車
線
、
８
車
線
、

４
車
線
（
一
部
６
車
線
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
海
で
は
、

五
つ
の
環
状
道
路
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
同
様
に
６
車
線
、
６

車
線
、
８
車
線
、
６
車
線
、
４
車

線
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

環
状
道
路
の
本
数
だ
け
で
は
な

く
、
車
線
数
が
ま
る
で
違
う
の
で

す
。
こ
の
事
情
は
、
パ
リ
で
も
ベ

ル
リ
ン
で
も
ソ
ウ
ル
で
も
似
た
よ

う
な
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
に

は
車
線
数
の
多
い
環
状
道
路
が
あ

り
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
環
状
道

路
は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
部
区
間
は
１０
車
線
、
１２
車
線
も

の
車
線
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
延
長
が
よ
く
議
論
さ

れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

十
分
な
延
長
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
代
替
性
、

柔
軟
性
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
ゆ

と
り
あ
る
予
備
的
施
設
）
に
富
む

道
路
網
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
、

地
域
の
活
力
に
と
っ
て
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
毎
時
１
０
０
㌔
㍍

で
走
る
こ
と
が
で
き
る
わ
が
国
の

道
路
延
長
が
、
面
積
あ
た
り
ド
イ

ツ
の
５
分
の
１
し
か
な
い
こ
と

は
、
国
民
経
済
的
に
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
な
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
れ

に
加
え
て
延
長
に
現
れ
な
い
幅

員
、
車
線
数
な
ど「
質
」と
い
う
べ

き
も
の
に
、
残
念
な
が
ら
き
わ
め

て
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
も
認
識

し
て
お
き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
・
北
海
道
知
床
半
島
を

走
る
Ｒ
３
３
４
は
地
域
住
民
の
生
活
を
支

え
る
道
路
で
あ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
根

室
海
峡
を
結
ぶ
観
光
道
路
で
も
あ
る
。

沿
線
は
エ
ゾ
シ
カ
が
多
数

生
息
し
、
中
で
も
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
面
し
た
斜
里
町
真
鯉

地
区
は
エ
サ
と
な
る
牧
草
類

が
多
く
、
知
床
の
エ
ゾ
シ
カ

越
冬
地
。
エ
ゾ
シ
カ
と
自
動

車
の
衝
突
事
故
が
多
発
し
、

２０
件
を
超
え
る
年
も
あ
っ

た
。野

生
動
物
の
保
護
と
交
通
安
全
の
両
面

か
ら
の
対
策
と
し
て
、
北
海
道
開
発
局
の

網
走
開
発
建
設
部
は
人
と
自
然
の
共
生
を

目
指
し
た
道
路
つ
く
り
に
取
り
組
み
、
２

０
０
７
（
平
成
１９
）
年
度
ま
で
に
同
町
日

の
出
か
ら
真
鯉
間
約
６
㌔
の
区
間
に
斜
里

エ
コ
ロ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
た
。

道
路
両
側
に
防
鹿
柵
、
道
路

に
入
っ
た
シ
カ
が
路
外
に
脱
出

で
き
る
ア
ウ
ト
ジ
ャ
ン
プ
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ

ゲ
ー
ト
、
橋
梁
下
に
十
分
な
空
間
を
確
保

し
、
エ
ゾ
シ
カ
の
通

路
を
確
保
、
道
路
を

横
断
し
な
く
て
も
す

む
よ
う
に
し
た
。
橋

梁
周
辺
の
護
岸
は
エ

ゾ
シ
カ
に
違
和
感
を

与
え
な
い
よ
う
自
然

石
を
用
い
、
シ
カ
の

嫌
う
植
物
を
植
え
る

な
ど
し
た
。

対
策
後
は
同
町
内
で
発
生
し
て
い
た
エ

ゾ
シ
カ
衝
突
事
故
は
半
減
し
た
。
野
性
動

物
が
通
れ
る
よ
う
に
し
た
鹿
通
橋
、
金
山

橋
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
エ
ゾ
シ
カ
だ
け
で

な
く
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
も
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大石久和

エゾシカの通路を確保

知床半島エコロード

道
路
の
延
長
と
「
質
」

車
線
数
、幅
が
豊
か
な
外
国
も

道の駅には、その土地の空気が色濃く漂う。滋賀県東近江市に

ある「東近江市あいとうマーガレットステーション」は、その駅

名から察せられるとおり、花がセールスポイントの一つとなっ

ている。四季折々咲き乱れる花や、季節の果物は、訪れる人の目

と舌を楽しませてくれる。

道
の
駅
「
東
近
江
市
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

あ
ふ
れ
る
花
々

季
節
の
果
物
も

道の駅「東近江市あいとうマーガレッ

トステーション」

■第三セクター・（財）愛の田園振興公

社経営■営業時間＝午前９時３０分～午

後６時（１０月～４月）、午前９時３０分～

午後７時（５月～９月）火曜（祝日の

場合営業）と年末年始休み（１１月無休）

■駐車＝普通台２０４台、障害者用８台、

大型１１台■名神高速道路八日市ＩＣよ

り約１０分■〒５２７‐０１６２、滋賀県東近江

市妹町１８４‐１（☎０７４９・４６・１１１０）。

「遠回りしても寄りたい駅」めざす

おしゃれで落ち着いた外観の駅だ
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こ
の
道
の
駅
は
も
と
も
と

奥
出
雲
酒
造
が
運
営
し
て
い

た
酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館
の
建

物
を
一
部
改
造
、
周
辺
道
路

を
拡
幅
改
良
し
て
ト
イ
レ
と

休
憩
所
を
２４
時
間
使
用
可
能

に
し
、
道
路
情
報
の
端
末
機

器
も
設
置
し
て
２
０
０
７
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

奥
出
雲
は
「
出
雲
風
土

記
」
に
う
た
う
「
玉
作
（
た

ま
つ
く
り
）
の
神
宿
る
玉
峰

山
」
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、

昔
か
ら
神
話
と
ロ
マ
ン
に
彩

ら
れ
て
い
る
。
「
古
事
記
」

に
登
場
す
る
出
雲
神
話
で
は

須
佐
之
男
命
（
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
）
が
何
度
も
何
度
も

繰
り
返
し
て
か
も
し
た
超
濃

や

し

お

厚
な
「
八
入
折
り
の
酒
」
で

や

ま
た
の

お
ろ

ち

八
岐
大
蛇
を
酔
わ
せ
退
治

し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
現
場

が
こ
こ
仁
多
で
あ
る
。

大
森
駅
長
は
「
実
際
は
口

か
み
酒
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
仁
多
が
日
本
酒
の
ル
ー

ツ
の
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

こ
の
故
事
来
歴
を
大
切
に

し
て
酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館
に

は
、
仁
多
米
の
精
米
か
ら

麹
、
酵
母
を
使
っ
た
仕
込

み
、
さ
ら
に
圧
搾
を
経
て
瓶

詰
め
の「
銘
酒
仁
多
米
」が
で

き
上
が
る
ま
で
の
工
程
を
見

学
で
き
る
醸
造
棟
が
あ
る
。

「
こ
こ
で
は
問
屋
を
介
さ

ず
直
接
販
売
な
の
で
、
み
な

さ
ま
に
少
し
で
も
求
め
や
す

い
値
段
で
提
供
し
て
い
ま

す
」
と
大
森
駅
長
。

特
産
・
仁
多
米
の
お
い
し

さ
を
直
に
分
か
っ
て
も
ら
お

う
と
「
今
摺
り（
い
ま
ず
り
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
て

い
る
。
今
摺
り
と
は
、
米
を

モ
ミ
の
状
態
で
低
温
貯
蔵

し
、
販
売
時
に
そ
の
場
で
摺

り
出
し
玄
米
、
精
米
に
す
る

こ
と
。
こ
こ
で
は
挽
き
た
て

の
う
ま
さ
を
味
わ
え
る
。

『
砂
の
器
』の
舞
台

最
近
と
み
に
人
気
を
集
め

て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
『
砂

の
器
』
関
連
で
あ
る
。

原
作
小
説
は
東
京
・
蒲
田

駅
の
操
車
場
で
死
体
で
発
見

さ
れ
た
初
老
の
男
が
前
夜
現

場
近
く
の
バ
ー
で
「
カ
メ

ダ
」
と
い
う
東
北
弁
な
ま
り

の
言
葉
を
発
し
て
い
た
と
い

う
冒
頭
シ
ー
ン
か
ら
始
ま

る
。
刑
事
た
ち
は「
カ
メ
ダ
」

を
追
い
か
け
、
亀
嵩
で
事
件

解
明
の
糸
口
を
得
る
。

『
砂
の
器
』
は
そ
の
後
、

映
画
化
、
テ
レ
ビ
化
さ
れ
る

ご
と
に
反
響
を
呼
び
、
道
の

駅
か
ら
南
約
１
０
０
㍍
、
国

道
４
３
２
号
沿
い
に
あ
る
ロ

ケ
地
の
湯
野
神
社
の
入
り
口

に
は
清
張
が
揮
毫
し
た
石
碑

が
建
ち
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
の
内
部
に
も
Ｔ
Ｂ

Ｓ
系
テ
レ
ビ
番
組
で
使
わ
れ

た
亀
嵩
駐
在
所
の
セ
ッ
ト
や

出
演
者
の
服
や
ハ
ー
モ
ニ

カ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。

◆
道
の
駅

さ
か
ぐ
ら
お
く

い
ず
も
こ
う
り
ゅ
う
か
ん

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
亀

嵩
１
３
８
０
｜
１
▽
開
館
時

間
８
時
～
１９
時
、
無
休

☎

０
８
５
４
・
５７
・
０
８
８
８

▽
入
館
は
無
料
。
た
だ
し
醸

造
棟
の
見
学
は
４
月
～
９

月
、
事
前
予
約
が
必
要

東
京
か
ら
東
関
東
自
動
車
道
を
走
っ
て
約

１
時
間
半
。
茨
城
の
入
り
口
、
潮
来
Ｉ
Ｃ
を

降
り
て
県
道
１
０
１
号
（
潮
来
佐
原
線
）
に

入
る
と
前
方
に
大
き
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
ガ

ラ
ス
屋
根
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
「
道

の
駅
い
た
こ
」
の
ひ
か
り
の
広
場
の
シ
ン
ボ

ル
だ
。
そ
れ
に
み
ど
り
の
屋
根
の
し
ゃ
れ
た

建
物
が
連
な
る
。

「
各
地
の
道
の
駅
は
地
域
の
伝
統
的
な
様

式
を
取
り
入
れ
た
和
風
造
り
が
多
い
の
で
す

が
、
う
ち
の
施
設
は
�
道
の
駅
進
化
宣
言
�

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
先
鋭
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
設

計
し
ま
し
た
」
と
大
塚
克
也
駅
長
。

道
の
駅
い
た
こ
は
、
２
０
０
２
年
Ｗ
杯
サ

ッ
カ
ー
開
催
の
際
に
潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
カ
シ
マ

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
バ
イ
パ
ス
と
な

る
県
道
１
０
１
号
が
造
ら
れ
た
の
に
合
わ
せ

て
建
設
さ
れ
、
同
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
Ｗ

杯
サ
ッ
カ
ー
で
は
世
界
か
ら
多
数
の
お
客
を

招
い
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
・
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
は
車
で
約
１５

分
。
サ
ッ
カ
ー
観
戦
の
行
き
帰
り
に
一
息
入

れ
る
の
に
格
好
の
位
置
に
あ
る
。

潮
来
市
は
霞
ヶ
浦
と
北
浦
、
そ
れ
に
利
根

川
に
挟
ま
れ
た
水
郷
地
帯
で
水
田
が
広
が
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
味
は
格
別
で
、
大

塚
駅
長
の
最
大
の
自

慢
だ
。
食
事
処
の
「
お
ふ
く
ろ
亭
」
は
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
方
式
で
、
地
元
で
と
れ
る
旬
の
素

材
を
中
心
に
し
た
お
か
ず
を
客
が
自
分
で
選

び
、
そ
れ
に
地
元
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
ご
飯
に

具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
が
好
評
だ
。

地
元
の
特
産
品
を
販
売
す
る
「
う
る
お
い

館
」
で
も
、
手
に
ぎ
り
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
１

０
０
％
の
お
に
ぎ
り
、
生
地
に
米
粉
を
使
っ

た
ど
ら
焼
き
が
人
気
。
ま
た
、
地
元
産
牛
乳

を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
手
づ
く
り
ヨ
ー
グ

ル
ト
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
。
東
京
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
買
い
に
来
る
客
も
い
る
と
い
う
。
地

元
農
家
自
慢
の
朝
ど
り
の
野
菜
を
直
売
し
て

い
る
新
鮮
市
場
「
伊
太
郎
」
も
客
の
足
を
集

め
て
い
る
。

ほ
か
に
足
湯
の
施
設
や
２０
ホ
ー
ル
を
完
備

し
た
全
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も

あ
る
。

情
報
棟
で
は
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
Ｉ
Ｔ

機
器
を
利
用
し
て
潮
来
市
だ
け
で
な
く
、
県

内
全
域
の
観
光
・
物
産
情
報
や
道
路
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。

「
県
内
に
は
四
季
折
々
に
楽
し
め
る
観
光

・
行
楽
地
が
あ
り
、
茨
城
県
の
入
り
口
に
位

置
す
る
道
の
駅
と
し
て
、
そ
の
情
報
提
供
も

重
視
し
て
い
ま
す
。
当
駅
の
利
用
者
は
年
間

通
し
て
１
２
０
万
人
を
超
え
、
そ
の
方
々
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

年
中
無
休
で
、
平
日
も
多
忙
だ
と
い
う
。

松
本
清
張
の
小
説

『
砂
の
器
』
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
亀
嵩
（
か
め
だ
け
）
に

道
の
駅
「
酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館
」
が
誕
生
し
て
丸
１
年
。

中
国
山
地
に
囲
ま

れ
た
典
型
的
な
山
間

地
に
あ
っ
て
「
西
日
本

一
う
ま
い
米
」
（
大
森

博
明
駅
長
）
と
い
わ
れ

る
仁
多
米
と
、
そ
の
米

か
ら
造
ら
れ
る
地
酒
を

ア
ピ
ー
ル
、
地
域
の

観
光
情
報
発
信
の

拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
１８
号
は
『
災
害
時
の

道
の
駅
』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連

諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近

隣
地
域
活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ

と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「災害と道の駅」に関するアンケート

Ｑ１． あなたは、旅行等で不案内な土地を車で移動中に、「大地震にあっ

たらどうするか」ということを考えたことがありますか？

①考えたことがある ②考えたことはない

Ｑ２．「道の駅」を避難所や災害情報を提供する防災拠点として、どのよう

にお考えですか？その理由もお聞かせください。

①非常に期待している ②やや期待している

③どちらともいえない ④期待していない

理由（ ）

Ｑ３． 「道の駅」が防災拠点として機能するためには、どのようなことが

必要だと思いますか？優先順位の高いと思われるものを３つまでお

答えください。

①非常用簡易トイレの確保 ②非常用発電機の整備 ③水道断水

時の水の確保 ④情報施設の強化 ⑤衛星電話の配備 ⑥夜間照

明・避難誘導灯の整備 ⑦携帯電話の充電機能 ⑧食糧の備蓄

⑨防災マップ等の常設

⑩その他（ ）

Ｑ４． 「道の駅」での、防災訓練や避難訓練について、どのように思いま

すか？

①ぜひやったほうが良い ②できればやったほう良い ④どちら

ともいえない ④やらなくてよい

⑤その他（ ）

Ｑ５． 防災拠点としての「道の駅」について、ご意見やご要望などがあり

ましたら、どのようなことでも結構ですので、お書きください。

Ｑ６． この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： ① ②

Ｑ ２： ① ② ③ ④

理由（

）

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩その他（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④

⑤その他（ ）

Ｑ ５： （

）

Ｑ ６： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第１８号『災害と道の駅』に関するアンケート回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

日
本
酒
の
ル
ー

ツ「
出
雲
神
話
」

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝茨城県潮来市前川１３２６‐１
�０２９９－６７－１１６１

道の駅 いたこ
大塚 克也駅長（４９）

足
湯
や
全
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

平成２０年７月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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「
百
選
」
の
第
１
次
選
定

民
宿
と
し
て
、
都
道
府
県
が

推
薦
す
る
民
宿
４２
戸
の
中
か

ら
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

宮
崎
県
ま
で
２０
戸
の
民
宿
が

選
出
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
専
門
家
や
、
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
、
学
識
経
験

者
が
選
定
委
員
を
務
め
た
。

こ
れ
ま
で
民
宿
は
、
大
半

が
漁
村
や
ス
キ
ー
場
あ
る
い

は
有
名
観
光
地
に
立
地
し
て

い
た
。

し
か
し
、
９０
年
代
後
半
か

ら
農
水
省
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
始
め
る
と
、
そ
の

拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
地

域
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
民
宿

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
９０
年
代
後
半
か
ら

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

特
区
」
や
都
道
府
県
の
条
例

改
正
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
起
業
の

規
制
緩
和
が
急
速
に
進
み
、

農
村
民
泊
（
農
泊
）
を
受
け

入
れ
る
農
家
や
民
家
が
増
加

し
た
。

こ
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
受
け
皿
」

の
量
的
拡
大
の
一
方
で
、
質

的
な
充
実
、
経
営
支
援
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
お
か
あ
さ
ん
百
選
」
事

業
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景

の
下
に
、
秀
で
た
農
林
漁
家

民
宿
を
表
彰
し
、
地
域
や
全

国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図

り
な
が
ら
、
質
感
高
い
滞
在

を
体
感
で
き
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指

し
て
始
ま
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
反
響
は
予
想

を
遥
か
に
超
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
旅
館
の
「
女
将
」
と

は
異
な
る
「
お
母
さ
ん
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
、
多
く
の
人
々

の
心
に
自
然
と
伝
わ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
百
選
」
事
業
が
、

農
林
水
産
省
に
よ
っ
て
２
０
０
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
日
本
に
は
農
林
漁
業
を
営
む
民
宿
が
３
０

０
０
戸
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
人

々
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
「
お
か
あ
さ
ん
」

を
選
ぶ
。
農
山
漁
村
に
秘
め
ら
れ
た
多
く
の
魅
力
を

体
感
し
、
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
新
た
な

自
己
実
現
型
の
旅
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
広
め
よ
う
、
と
い
う
の
が
目
的
だ
。

「
お
か
あ
さ
ん
」
の
第
１

号
は
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
元
祖
」
と

も
い
え
る
、
長
野
県
大
鹿
村

の
「
山
村
生
活
体
験
館
た
か

や
す
」の「
お
か
あ
さ
ん
」
伊

東
和
美
さ
ん
た
ち
で
あ
る
。

南
ア
ル
プ
ス
の
裾
野
に
位

置
す
る
長
野
県
大
鹿
村
。
東

京
か
ら
高
速
バ
ス
な

ど
で
約
４
時
間
の
距

離
に
あ
る
こ
の
村
は

「
空
が
三
角
！
」
と

い
う
印
象
が
ぴ
っ
た

り
。
山
間
の
落
ち
着

い
た
風
情
が
心
を
癒

し
て
く
れ
る
。

伊
東
さ
ん
は
９２

年
、
日
本
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

始
ま
っ
た
ま
さ
に
そ

の
年
「
山
村
生
活
体

験
館
た
か
や
す
」
を

開
業
。
そ
の
意
味
で

も
「
元
祖
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
実
践
者
」
で
あ
る
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
野
の
花
の

お
も
て
な
し
」
。
自
然
体
の

交
流
を
大
切
に
古
い
家
の
佇

ま
い
を
活
か
し
て
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
非
日
常
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
生
活
を
体
感

で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

伊
東
さ
ん
が
多
く
の
宿
泊

者
た
ち
と
向
き
合
っ
て
き
た

結
果
、
各
地
で
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
と
し

て
有
名
に
な
っ
た
方
々
が
、

何
人
も
こ
こ
で
宿
泊
し
、
勇

気
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
も
、
日
本
の
農
家
民

宿
の
お
母
さ
ん
の
元
祖
、
代

表
と
い
え
る
。

認
定
を
受
け
る
岐
阜
県
の
石
田
賀
代
子
さ
ん

あ
い
さ
つ
す
る
北
海
道
の
湯
浅
優
子
さ
ん

認
定
式
が
開
催
さ
れ
た
お
か
あ
さ
ん

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
風
景

人々の〝心の処り所〟に

第１次選定は全国から２０人

おかあさんサミットのパネラーたち

伊東和美さん

民
宿
の
お
か
あ
さ
ん

農
林
漁
家

百
選
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群
馬
、
栃
木
、
茨
城
３
県

を
結
ぶ
新
し
い
高
速
道
路
、

北
関
東
自
動
車
道
の
新
規
開

通
が
今
春
相
次
ぎ
、
連
携
す

る
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
も
活

発
に
な
っ
て
き
た
。

３
～
４
月
に
開
通
し
た
の

は
、
群
馬
県
伊
勢
崎
Ｉ
Ｃ
～

大
田
桐
生
Ｉ
Ｃ（
１６
・
０
㌔
）、

栃
木
県
宇
都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ

～
真
岡
Ｉ
Ｃ
（
７
・
５
㌔
）、

茨
城
県
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
～
笠

間
西
Ｉ
Ｃ
（
８
・
９
㌔
）。

伊
勢
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
を
横

に
つ
な
ぐ
延
長
約

１
５
０
㌔
の
北
関

東
道
は
こ
れ
で
一

気
に
７
割
が
供
用

開
始
と
な
り
、
２

０
１
１
年
の
全
線

開
通
が
目
前
に
迫

っ
て
き
た
。

首
都
圏
で
は
、

環
状
道
路
の
立
ち

遅
れ
が
事
故
多
発

や
慢
性
渋
滞
、
深
刻
な
大
気

汚
染
の
大
き
な
要
因
と
み
ら

れ
て
い
る
。
北
関

東
道
は
放
射
型
の

関
越
、東
北
、常
磐

道
を
結
ぶ
ほ
か
、

将
来
は
東
関
東
道

な
ど
と
も
接
続
し

て
首
都
圏
外
周
環

状
道
に
な
り
、
こ

う
し
た
交
通
混
乱

解
消
を
め
ざ
し
て

い
る
。

全
線
開
通
に
よ

る
３
県
主
要
都
市

間
の
連
絡
は
現
在

の
半
分
に
時
間
短

縮
さ
れ
、
国
道
５０

号
な
ど
一
般
道
の

渋
滞
解
消
に
加

え
、観
光
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
利
便
性

や
、
救
急
医
療
・

災
害
時
緊
急
輸
送

の
大
幅
ア
ッ
プ
も

期
待
さ
れ
て
い

る
。財

団
法
人
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
全
線
開

通
の
経
済
効
果
は

年
間
約
１
８
５
０

億
円
の
見
込
み
。

沿
道
開
発
の
活
発

化
に
伴
い
、
３
県
で
の
企
業

立
地
は
０６
年
、
件
数
、
面
積

と
も
全
国
の
ト
ッ
プ
１０
に
入

っ
た
。

特
に
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
）
の
手
が
け
て
い
る
大
規

模
な
都
市
開
発
事
業
の
人
気

が
高
い
。

宇
都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ
へ
約

１２
㌔
、
東
北
道
宇
都
宮
Ｉ
Ｃ

へ
も
２０
㌔
の
宇
都
宮
市
東
部

で
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

計
画
の
一
環
と
し
て
新
産
業

拠
点
を
め
ざ
す
「
宇
都
宮
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は

そ
の
代
表
格
。

進
出
企
業
を
技
術
開
発
か

ら
生
産
、
経
営
、
企
業
間
交

流
、
人
材
育
成
ま
で
支
援
す

る
「
と
ち
ぎ
産
業
創
造
プ
ラ

ザ
」
等
の
好
評
も
手
伝
い
、

総
面
積
１
７
７
㌶
に
は
住
宅

や
多
数
の
企
業
が
立
地
し
熟

成
段
階
だ
が
、
北
関
東
道
開

通
を
控
え
新
規
立
地
相
談
も

目
立
っ
て
い
る
。

こ
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
や
、
街
づ
く
り
が
完
成

段
階
に
入
っ
て
い
る
「
イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
宇
都
宮
南
」
と

連
携
し
、
宇
都
宮
上
三
川
Ｉ

Ｃ
へ
約
９
㌔
の
上
三
川
町
で

進
む
工
業
用
地
主
体
の
「
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
か
み
の
か
わ
」

も
同
様
。
総
面
積
３１
㌶
の
半

分
は
立
地
済
み
だ
が
、
残
り

の
販
売
予
定
地
へ
の
引
き
合

い
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

新
し
い
高
速
道
路
が
開
く

北
関
東
へ
の
大
き
な
都
市
集

積
は
、
今
年
度
か
ら
本
格
的

に
動
き
出
す
新
し
い
国
土
計

画
、
国
土
形
成
計
画
で
も
重

視
さ
れ
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
の
企
業
向
け
施
設
用

地
の
問
い
合
わ
せ

◇
Ｕ
Ｒ
募
集

販
売
本
部
法
人

営
業
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

｜
５
５
５
｜
８

６
７◇

Ｕ
Ｒ
ビ
ジ

ネ
ス
・
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

h
t
t
p
:
/
/

b
u
s
i
n
e
s
s
.

u
r
.
g
o
.
j
p
/

「
た
か
や
す
」
の
伊
東
和

美
さ
ん
に
は
先
駆
者
と
し
て

の
気
負
い
が
全
く
な
い
。「
謙

虚
で
い
る
と
無
理
が
な
く
な

る
。
そ
れ
が
健
康
に
も
良
い

の
で
す
」。

年
間
１
０
０
０
人
以
上
の

滞
在
を
受
け
て
い
る
と
は
思

え
な
い
、
身
の
丈
の
実
践
の

模
範
で
あ
る
。
伊
東
さ
ん

を
慕
っ
て
定
住
し
た
人
が
、

近
く
で
民
宿
を
開
業
す
る

の
を
支
援
し
た
り
、
地
域
で

実
践
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
、
み
ん
な
で
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上

げ
る
と
い
う
、
真
の
意
味
の

地
域
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
。

「
か
ま
い
の
心
」
。
お
せ

っ
か
い
で
は
な
い
が
、
ほ
っ

と
け
な
い
、
か
ま
っ
て
や
り

た
い
と
い
う
人
懐
っ
こ
さ

が
、
旅
人
を
温
か
く
迎
え
入

れ
る
。
そ
れ
が
周
囲
の
景
観

と
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て
、
す

っ
か
り
癒
し
の
空
間
と
な

る
。
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
原
点
と
も
い
え

る
、
「
心
の
故
郷
」
が
こ
こ

に
あ
る
。

★
こ
れ
か
ら
も
、
本
紙
の
紙

面
を
通
じ
て
、
全
国
の
素
敵

な
「
お
か
あ
さ
ん
」
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

（
日
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事

東
洋
大
学

教
授
・
青
木
辰
司
）

中
国
の
四
川
大
地
震
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被

害
を
見
て
、
改
め
て
国
土
保

全
の
重
要
性
、
国
土
形
成
の

必
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。
日

本
は
も
っ
と
独
自
の
文
化
に

自
信
と
誇
り
を
持
つ
べ
き
で

す
。
日
本
の
文
化
、
多
様
性

を
世
界
に
広
め
る
た
め
、
情

報
を
上
手
に
発
信
し
て
、
世

界
に
貢
献
す
べ
き
だ
、
と
考

え
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
が

「
沈
黙
の
螺
旋
理
論
」
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
る
と
多
数
派
が
ま

す
ま
す
勢
い
づ
き
、
意
見
を

言
わ
な
い
と
さ
ら
に
少
数
派

に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
言
い

ま
す
。
情
報
発
信
は
自
信
と

誇
り
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
土
木
技
術
者
に
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
、
自
ら
発
言

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

日
本
で
最
初
の
溜
め
池
、

狭
山
池
を
作
っ
た
の
は
東
大

寺
の
僧
行
基
で
、
そ
れ
を
再

興
し
た
の
も
僧
重
源
で
す
。

１
０
０
０
年
に
も
及
ぶ
か
さ

上
げ
の
歴
史
は
、
日
本
の
治

水
文
化
の
象
徴
で
す
。
明
治

初
期
に
も
大
き
な
志
を
持
っ

た
人
物
が
い
ま
す
。

度
重
な
る
信
濃
川
の
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
、
大
河
津
の
分

水
路
を
作
っ
た
青
山
士
（
あ

き
ら
）
や
、
琵
琶
湖
疎
水
を

作
っ
た
田
辺
朔
郎
ら
先
達
。

青
山
博
士
は
日
本
人
で
た
だ

一
人
、
パ
ナ
マ
運
河
の
開
削

に
加
わ
り
、
帰
国
後
も
東
京

の
荒
川
放
水
路
の
設
計
・
工

事
監
督
を
務
め
ま
し
た
。

田
辺
博
士
は
、
東
京
遷
都

で
衰
退
が

懸
念
さ
れ
た
京

都
の
た
め
、
大
学
を
卒
業
し

た
て
の
２３
歳
で
、
琵
琶
湖
疎

水
の
責
任
者
に
な
り
ま
し

た
。
秀
吉
以
来
の
都
へ
琵
琶

湖
か
ら
水
を
引
く
夢
を
実
現

さ
せ
た
の
は
、
若
い
才
能
と

情
熱
を
信
頼
し
た
当
時
の
知

事
の
自
信
に
満
ち
た
抜
擢
で

す
。田

辺
博
士
は
、
恩
師
ヘ
ン

リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
言
葉
を

引
用
し
、
工
事
誌
の
扉
に「
少

々
の
失
敗
に
負
け
ず
、
若
い

人
が
活
躍
で
き
、
時
代
を
切

り
開
く
よ
う
な
技
術
に
挑

め
」
と
い
う
主
旨
の
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
大
切
さ
を
記

し
て
い
ま
す
。

沈
黙
の
螺
旋
理
論
に
陥
ら

ず
、
ど
ん
ど
ん
発
言
す
べ
き

で
す
。
小
さ
く
始
ま
っ
て
も

よ
い
。
大
き
な
輪
に
広
げ
る

た
め
人
を
巻
き
込
む
。
良
い

テ
ー
マ
で
良
い
動
き
を
す
れ

ば
世
の
中
を
変
え
ら
れ
る
、

と
信
じ
て
行
動
し
て
ほ
し

い
。
世
界
に
冠
た
る
国
土
づ

く
り
の
技
術
を
持
つ
、
日
本

の
技
術
者
に
今
、
そ
れ
を
望

み
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

〒
３
９
９-

３
５
０
１

長
野
県
下
伊
那
郡
大
鹿

村
鹿
塩
３
７
４
７

山
村
生
活
体
験
館
「
た
か
や
す
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
６
５
｜
３９
｜
２
４
８
６

１
泊
２
食
５
０
０
０
円
～
／
素
泊
ま
り
３
０
０
０

円
（
自
炊
可
）
※
１
日
１
組
の
お
客
様
限
定

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
高
い
関
心

コーディネーターの

青木教授

旅人を〝かまいの心〟で

「山村生活体験館たかやす」

北関東自動車道 迫る全線開通

「宇都宮テクノポリスセンター」航空写真

活発化する沿道一帯のまちづくり

年
間
１
０
０
０
人
以
上
滞
在

先
駆
者
の
気
負
い
な
く

自
然
体
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
に

好評を博している進出企業の支援

組織、「とちぎ産業創造プラザ」

公園も開設されている「テ

クノパークかみのかわ」

「
山
村
生
活
体
験
館
た
か
や
す
」

９

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

北関東道沿道で進むＵＲ都市機構のまちづくり

国
土
守
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

お
か
あ
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
風
景

【ご案内】
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★「
待
っ
た
な
し
」

１７
号
の
「
待
っ
た
な
し
地

球
温
暖
化
対
策
」
特
集
は
、

数
あ
る
地
球
環
境
問
題
の
中

で
最
も
深
刻
な
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
が

未
来
の
豊
か
さ
を
託
し
て
き

た
科
学
技
術
で
す
が
、
今
や

そ
の
偏
重
と
過
信
が
大
き
な

陰
を
生
ん
で
い
ま
す
。
日
常

の
暮
ら
し
に
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
一
人
一
人
が
真
剣
に
取

り
組
む
べ
き
時
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
奈
良
県
桜
井
市

無
職
・
６６
歳
）

★
夜
も
開
け
て
！

私
は
、
道
の
駅
を
ス
タ
ン

プ
収
集
の
た
め
に
訪
れ
て
い

ま
す
。
最
近
は
個
性
豊
か
な

道
の
駅
が
多
く
な
り
、
と
て

も
楽
し
い
気
分
に
し
て
く
れ

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
夜
遅
く

ま
で
開
け
て
い
て
も
ら
え
る

と
助
か
る
の
で
す
が
―
―
。

（
島
根
県
大
田
市

会
社
員

・
３１
歳
）

★
輸
入
品
は
ノ
ー

道
の
駅
の
良
さ
は
、
地
産

の
野
菜
や
加
工
品
が
手
に
入

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
で

も
最
近
、
地
元
品
で
は
な
く

輸
入
さ
れ
た
商
品
を
置
い
て

あ
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
や

は
り
地
元
品
に
限
定
し
、
地

元
の
人
た
ち
が
う
る
お
う
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
（
鳥
取
県
境
港
市

会
社
員
・
５２
歳
）

★
楽
し
み
の
場
所

道
の
駅
に
は
、
そ
の
駅
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
あ
っ
た

り
、
お
い
し
い
手
作
り
ク
ッ

キ
ー
が
あ
っ
た
り
し
て
、
い

つ
も
自
分
用
、
友
達
用
に
買

っ
て
帰
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

こ
に
し
か
な
い
情
報
誌
な
ど

に
お
得
な
情
報
が
な
い
か
、

眼
を
光
ら
せ
ま
す
。
人
と
の

ふ
れ
あ
い
が
あ
る
温
か
い
場

所
、
道
の
駅
は
私
の
ち
ょ
っ

と
し
た
楽
し
み
の
場
で
す
。

（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市

ア
ル
バ
イ
ト
・
２３
歳
）

★
心
が
け
る
エ
コ

こ
の
新
聞
の
幅
広
い
記
事

内
容
を
、
毎
号
興
味
を
持
っ

て
読
ん
で
い
ま
す
。
エ
コ
ロ

ジ
ー
が
叫
ば
れ
る
中
、
運
転

者
側
も
、
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

み
な
が
ら
も
、
何
か
一
つ
で

も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し

な
け
れ
ば
、
と
心
が
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

こ
の
新
聞
の
お
か
げ
で
も
あ

り
ま
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
（
栃
木
県
佐
野
市

主

婦
・
２７
歳
）

★
せ
め
て
笑
顔
を

道
の
駅
が
好
き
で
、
よ
く

行
く
の
で
す
が
、
駅
の
中
に

は
、
お
客
様
が
来
て
も
ス
タ

ッ
フ
が
知
ら
ん
顔
で
ぺ
ち
ゃ

く
ち
ゃ
、
な
ど
と
い
う
所
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
、

行
き
た
く
な
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
せ
め
て
笑
顔
と
、
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の
一
声

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
（
泣
）。（
仙
台
市

主
婦

・
３１
歳
）

★
販
売
店
と
違
う

最
近
の
道
の
駅
に
は
、
単

な
る
「
販
売
店
」
に
な
っ
て

い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
の
違

い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
土

産
店
と
の
差
別
化
が
必
要
で

す
。
初
心
に
帰
っ
て
、
ド
ラ

イ
ブ
す
る
人
た
ち
の
信
頼
を

取
り
戻
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
（
さ
い
た

ま
市

無
職
・
６６
歳
）

★
１００
万
人
に
感
動

本
紙
１７
号
の
記
事
「
大
量

の
油
流
出
と
深
い
愛
国
心
」

を
読
み
、
感
動
し
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
、
韓
国
沿
岸
で
の

タ
ン
カ
ー
衝
突
に
よ
る
大
量

の
油
流
出
に
際
し
、
若
者
中

心
に
２
カ
月
で
１００
万
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除
去
作
業
に

当
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
我
が
国
で
同
様
の
被
害

が
出
た
時
、
こ
れ
だ
け
の
人

が
国
土
を
守
る
た
め
に
結
集

す
る
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
（
兵
庫
県

相
生
市

無
職
・
７７
歳
）

★
ス
タ
ン
プ
管
理

道
の
駅
で
の
ス
タ
ン
プ
収

集
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
で
も
、
せ
っ
か
く
の
ス

タ
ン
プ
押
し
場
の
イ
ン
ク
が

乾
い
て
い
た
り
、
汚
れ
て
い

た
り
し
て
、
き
れ
い
に
捺
印

で
き
な
い
所
も
結
構
多
い
の

で
す
。
管
理
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
の
絵
柄
で
観
光
地
な
ど
を

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

捺
印
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
の
で
―
―
。
（
東
京
都
小

金
井
市

ア
ル
バ
イ
ト
・
６４

歳
）★

活
気
溢
れ
る
駅

私
は
、
情
報
を
得
る
た
め

に
道
の
駅
に
行
き
ま
す
。
で

も
、
駅
ご
と
に
私
の
狙
い
が

異
な
り
ま
す
。
そ
の
駅
に
行

く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
駅
、

一
方
で
通
過
す
る
だ
け
の
駅

も
あ
り
ま
す
。
行
く
の
が
楽

し
み
な
所
は
、
常
に
新
鮮
な

情
報
が
溢
れ
て
い
て
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
生

き
生
き
と
感
じ
ら
れ
る
駅
で

す
。
そ
う
い
う
所
は
、
活
気

が
衰
え
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
（
山
形
県

天
童
市

会
社
員
・
５４
歳
）

★
季
節
の
遊
び
場

「
読
者
の
声
」
欄
に
あ
っ

た
、
「
今
で
は
道
の
駅
が
旅

の
目
的
に
な
っ
た
」
と
い
う

ご
意
見
に
同
感
で
す
。
私
の

妹
は
�
車
泊


を
し
な
が
ら

よ
く
出
か
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
道
の
駅
の
お
土
産
や

子
供
連
れ
で
遊
べ
る
所
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
季

節
ご
と
の
遊
び
場
、
そ
れ
が

道
の
駅
で
す
。
（
名
古
屋
市

会
社
員
・
４６
歳
）

★
住
民
参
加
型
で

道
の
駅
は
「
進
化
」
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
住

民
が
み
ん
な
で
参
加
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
計
画
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
道

の
駅
が
「
ふ
れ
あ
い
」
の
拠

り
所
と
な
る
よ
う
な
企
画
が

あ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
お
も

い
ま
す
。
感
動
的
な
道
の
駅

活
用
を
期
待
し
ま
す
。（
香
川

県
三
木
町

会
社
員
・
５６

歳
）★

閉
店
少
し
遅
く

本
紙
１７
号
「
私
の
道
」
で

渥
美
清
さ
ん
を
回
想
す
る
柴

又
・
高
木
屋
大
女
将
の
人
柄

に
春
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は

道
の
駅
大
好
き
人
間
で
、
夫

婦
で
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
し
、
新

発
見
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
駅
の
閉
店
時

間
が
も
う
少
し
遅
い
と
い
い

な
、
な
ど
と
思
う
こ
と
も
あ

る
の
で
す
が
。
（
宮
城
県
栗

原
市

会
社
員
・
５５
歳
）

★
地
元
に
還
元
を

ど
こ
の
道
の
駅
で
も
、
地

元
の
特
産
品
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
に
感
心
し
ま
す
。
し

か
し
、
情
報
を
手
に
訪
ね
て

も
単
な
る
「
シ
ョ
ッ
プ
」
と

し
か
思
え
な
い
よ
う
な
駅
も

増
え
て
い
ま
す
。
駅
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
地
元
の
町
村

に
も
お
金
が
落
ち
る
よ
う
、

観
光
案
内
な
ど
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
（
東
京
都
江
戸
川
区

会
社
員
・
３９
歳
）

★
嬉
し
い
ト
イ
レ

本
紙
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
オ
ス
ス
メ
の
ト
イ
レ
の

あ
る
道
の
駅
の
中
に
、
島
根

県
の
駅
が
２
つ
も
入
っ
て
い

た
の
を
見
て
、
す
っ
か
り
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
私
も
注

意
し
て
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に

使
い
ま
す
。
（
島
根
県
出
雲

市

主
婦
・
３９
歳
）

★
品
切
れ
は
イ
ヤ

イ
ベ
ン
ト
や
祭
が
あ
る
と

道
の
駅
に
出
か
け
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
朝
早
く
か
ら
並
ん

で
い
て
「
先
着
○
名
で
品
切

れ
」
が
多
い
よ
う
で
す
。
遠

く
か
ら
行
く
人
の
た
め
に
、

午
後
の
部
を
充
実
さ
せ
る
と

か
考
え
て
く
だ
さ
い
。
（
山

口
市

パ
ー
ト
・
５４
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「第１８号読者の声

係」宛てにお寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

もあります。お便りのほか、写真

の投稿も大歓迎です。採用分には

記念品をプレゼントします。

サ
ク
ラ

ハ
ナ

梅
の
花

咲
き
て
散
り
な
ば

桜
花

ツ継
ぎ
て
咲
く
べ
く

な
り
に
て
あ
ら
ず
や

（
万
葉
集
・
巻
五
・
八
二
九
番
）

ひ
ら

梅
の
花
が
開
い
て
、散
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

す
ぐ
続
い
て
、
桜
の
花
が
も
う
咲
き
そ
う
に
な
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。

×

×

×

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
に
、
大
宰
府

や
か
た

の
長
官
で
あ
る
大
伴
旅
人
の
館
で
、
三
十
二
人
の
文

・
官
人
が
、
春
を
告
げ
る
梅
花
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

く
す

し

さ
き

こ

三
十
二
首
を
競
作
し
た
時
の
薬
師
張
氏
福
子
の
作
。

は
ず

梅
か
ら
桜
花
へ
の
推
移
に
心
を
弾
ま
せ
て
い
る
。
梅

は
咲
い
た
か
桜
は
ま
だ
か
！
万
物
新
生
す
る
躍
動
の

み
ず
み
ず

春
を
待
ち
つ
け
る
瑞
々
し
い
歌
で
あ
る
。

万
葉
歌
人
が
、
植
物
と
そ
の
花
々
に
持
っ
た
関
心

の
度
合
い
を
、
収
録
歌
数
で
見
る
と
、
ベ
ス
ト
１０
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

は
ぎ

①
萩
・
百
四
十
一
首
。
②

梅
・
百
十
八
首
。
②
松
・

た
ち
ば
な

七
十
六
首
。
④
橘
六
十

あ
し

八
首
。
⑤
桜
・
葦
・
五
十

す
げ

す
す
き

首
。
⑦
菅
・
薄
・
四
十
九

首
。
⑨
柳
・
三
十
九
首
。

⑩
藤
・
二
十
八
首
と
な
る
。

こ
の
時
代
は
大
陸
文
化
の
影
響
下
で
、
国
風
文
化

あ

す

か

は
く
ほ
う

の
樹
立
に
多
忙
で
あ
っ
た
。
飛
鳥
・
白
鳳
文
化
を
経

み
や

て
、硬
質
の
漢
詩
か
ら
雅
び
の
和
歌
を
創
造
す
る
も
、

梅
は
唐
風
律
令
国
家
を
象
徴
す
る
花
で
あ
っ
た
。

万
葉
人
は
「
白
梅
」
を
は
じ
め
、
白
雪
・
白
雲
・

白
露
・
白
霜
・
白
波
・
白
玉
等
々
、
そ
の
純
白
・
清

む

く

浄
・
無
垢
を
尊
び
神
聖
視
し
た
。
が
、
白
梅
か
ら
紅し

ん

梅
へ
、
そ
し
て
桜
の
花
へ
と
平
安
女
性
の
繊
細
・
深

え
ん淵

な
感
性
に
よ
っ
て
推
移
す
る
。

歴
代
の
和
歌
集
で
見
る
と
、
古
今
和
歌
集
で
、
梅

の
３０
首
に
対
し
て
、
桜
が
４６
首
と
逆
転
し
て
、
以

下
、
後
撰
集
１９
対
３１
。
拾
遺
集
２７
対
３２
。
後
拾
遺
集

１５
対
４６
。
千
載
集
１３
対
２９
。
新
古
今
集
２１
対
４１
首

と
、
桜
花
が
主
流
に
な
る
。

梅
好
み
か
ら
桜
へ
の
交
替
は
、
大
陸
唐
風
文
化
か

ら
の
脱
皮
で
あ
る
。
そ
し
て
、
農
耕
儀
礼
の
花
見
と

文
人
趣
味
の
花
見
が
結
合
し
て
、
「
日
本
人
の
サ
ク

ラ
花
見
文
化
」
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）

【作品】短歌（五七五七七）を一人

５首まで（漢字には必ず読み仮名

を）。自作の未投稿・未発表作品に

限る。詳しくは http://m.yomiuri.

co.jp/k/man-yo（ネット、携帯共

通）で。

【応募方法】〒住所、氏名（ふりが

な）、性別、年齢、職業、電話番号

を明記し、はがきで〒１０４・８３２５（住

所不要）読売新聞東京本社事業開発

部（電話０３・５１５９・５８８６）まで。

インターネット、携帯サイトからも

応募可能。

【締め切り】１１月３０日必着

日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉

集
」
。
そ
の
最
終
歌
が
７
５

９
年
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て

詠
ま
れ
て
か
ら
、
来
年
で
１

２
５
０
年
を
迎
え
る
。
こ
れ

を
機
に
、
読
売
新

聞
社
で
は
「
平
成

万
葉
集
」
を
編
纂

す
る
こ
と
を
決

め
、
広
く
短
歌
を

募
集
し
て
い
る
。

万
葉
集
は
７
～

８
世
紀
の
間
に
歌

わ
れ
た
約
４
５
０

０
首
の
歌
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
作

者
は
天
皇
・
貴
族

か
ら
庶
民
ま
で
幅

広
く
、
自
然
や
四

季
の
美
し
さ
、
男

女
の
恋
、
死
者
へ

の
哀
悼
な
ど
、
当

時
の
人
々
の
心

を
、
世
紀
を
越
え

て
現
代
に
伝
え
て

い
る
。

「
平
成
万
葉

集
」
で
は
、
現
代
に
生
き
る

私
た
ち
の
思
い
を
つ
づ
っ
た

短
歌
約
１
０
０
０
首
（
一
人

１
首
）
を
掲
載
す
る
。
題
材

は
自
由
。
応
募
は
一
人
５
首

ま
で
。
今
年
１１
月

末
、
締
め
切
ら
れ

る
。選

考
委
員
は
岡

井
隆
、
小
池
光
、

俵
万
智
（
以
上
、

歌
人
）
、
檀
ふ
み

（
女
優
）
、
永
田

和
宏
（
歌
人
）
、

中
西
進
（
国
文
学

者
）
、
リ
ー
ビ
英

雄
（
小
説
家
）
の

各
氏
。

来
年
春
に
入
選

者
を
読
売
新
聞
紙

上
で
発
表
し
、「
平

成
万
葉
集
」
と
し

て
本
に
ま
と
め
る

予
定
。
入
選
者
に

は
、
「
平
成
万
葉

集
」
１
冊
を
贈
呈

す
る
。

「平成万葉集」を編纂へ

短歌１０００首募集

アサガオを楽しむ＝長野県須坂市

穀町の田中本家博物館で

梅
の
花
か
ら
桜
の
花
へ

選
考
委
員
に

俵
万
智
氏
ら

■募集要項

◆お便り募集
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反
射
材
＋

蓄
光
材
の
Ｗ

効

果

に

よ

り
、
光
っ
て

知
ら
せ
る
マ

ス
コ
ッ
ト
で

す
。
暗
い
夜

道
で
も
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
っ
き
り
わ
か
り
、

高
齢
者
や
お
子
様
の
交
通
安
全
対

策
に
。

ま
た
、
お
部
屋
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
も
ど
う
ぞ
！
「
癒
し
系
」
「
な

ご
み
系
」
「
頑
張
り
系
」
各
１０
名

様
に

詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ

株
式
会
社
新
田
製
作

所

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
t
t
a- s

e
i
s

a
k
u
s
y
o
.
c
o
m

創
業
嘉
永
２
年
。

海
苔
ひ
と
す
じ
の
山

本
海
苔
店
。
海
苔
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
専
門
店
ら
し
い
お
茶
漬
け
と
し
て
好
評
の
海
苔
茶
漬
。

海
洋
深
層
水
で
養
殖
し
た
最
高
級
�
ス
ジ
青
の
り
�
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
香

り
高
く
、
鰹
と
昆
布
の
合
わ
せ
だ
し
で
上
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
３
月
発

売
「
一
膳
三
役
」
（
梅
、
鮭
、
わ
さ
び
）
と
、
６
月
発
売
、
青
海
苔
が
香

る
だ
し
仕
立
て
の
「
海
苔
茶
漬
け
」
の
４
種
類
を
各
５
袋
入
り
２
個
詰
め

合
わ
せ
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

提
供

株
式
会
社
山
本
海
苔
店

お
問
合
せ

お
客
様
セ
ン
タ
ー


０
１
２
０-

３
８
０
２
６
１

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
m
o
t
o- n

o
r
i
t
e
n
.
c
o
.
j
p

思
わ
ず
夢

中
に
な
る
！

細
長
い
風
船

（
バ
ル
ー
ン
）

を
使
っ
た
、
素
早
く
で
き
る
か
ん

た
ん
工
作
。
慣
れ
て
く
れ
ば
た
っ

た
１
分
で
可
愛
い
動
物
や
素
敵
な

花
な
ど
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

本
書
で
は
、
バ
ル
ー
ン
作
品
の

基
本
的
な
扱
い
方
か
ら
は
じ
ま

り
、
人
気
の
あ
る
イ
ヌ
や
ク
マ
、

花
な
ど
の
作
り
方
を
丁
寧
に
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
で
解
説
し
て
い
る
。
バ

ル
ー
ン
１５
本
、
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
、

作
品
を
か
わ
い
く
仕
上
げ
る
お
め

め
シ
ー
ル
付
。

寺
崎
美
保
子
著
（
新
星
出
版
社
）

１
４
５
０
円
＋
税

問
い
合
わ
せ
（
株
）ゼ
ロ
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
z
e
r
o
p
a
g
e
.
j
p
/

今
、
話
題

の
ク
ル
ク
ミ

ン
含
有
量
の

豊
富
な
ウ
コ

ン
（
秋
ウ
コ

ン
）
を
原
料

に
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
糖
蜜
と
乳
酸
菌
を
使
っ
た
独

自
の
発
酵
技
術
で
生
ま
れ
た
発
酵

ウ
コ
ン
。
お
い
し
く
、
飲
み
や
す

く
な
っ
て
、
さ
ら
に
ミ
ネ
ラ
ル
分

ア
ッ
プ
。
こ
れ
が
、
新
時
代
の
ウ

コ
ン
。
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
と
め

ぐ
み
を
先
進
バ
イ
オ
技
術
が
や
さ

し
く
育
ん
だ
長
寿
の
島
の
ヘ
ル
シ

ー
な
発
酵
ウ
コ
ン
で
す
。
２
５
０

粒
入
（
￥
２
９
４
０
）

問
い
合
わ
せ
先
（
株
）琉
球
バ
イ

オ
リ
ソ
ー
ス
開
発

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
R
B
R
.
c
o
.
j
p

）

１
、
ガ
ソ
リ
ン
○
○
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？

２
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
は
、
池
袋
と
渋
谷
を

結
ぶ
○
○
○
○
で
す

３
、
飲
み
物
の
○
○
は
ポ
イ
捨
て
禁
止

４
、
○
○
○
磁
石
で
方
角
を
確
認

５
、
新
車
を
買
う
時
は
、
と
り
あ
え
ず
乗
っ
て
み

て
！

６
、「
孤
島
」
何
と
読
む
？

７
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
な
か
で
も
コ
コ
は
外

せ
な
い

９
、
相
場
。
為
替
な
ど
で
使
い
ま
す

１２
、
山
に
囲
ま
れ
た
土
地
な
ん
で
す

１３
、
今
年
、
大
統
領
選
挙
が
あ
っ
た
バ
ナ
ナ
で
お

馴
染
み
の
ア
ジ
ア
の
国
は
？

１４
、
支
え
て
い
ま
す

１５
、
小
説
「
麦
と
○
○
○
○
」

１７
、
ボ
ク
シ
ン
グ
は
１
○
○
○
○
３
分
間
で
す

２０
、
飲
食
店
に
て
「
テ
ー
ブ
ル
に
し
ま
す
か
？
○

○
○
に
し
ま
す
か
？
」

２２
、「
ｗ
」
で
表
す
単
位
で
す

２３
、
百
・
千
・
○
○

１、ゼリーにはコレが入っています

４、○○折り損のくたびれ儲け

５、道の駅は地域○○○○の拠点です

７、山小屋風の建物

８、道の駅には、買い物と○○○休憩でよく立ち

寄ります

１０、ツボ押し。肩凝りの激しいときに

１１、風邪の○○○には、手洗いうがいが大切です

１３、街を英語でいうと？

１４、マジシャンがタネで使う、公園にもいる鳥で

す

１５、大正・昭和・○○○○

１６、ルートプレス２１には、はさんでいません

１８、学校で体調が悪くなっら、○○室へ行きます

１９、至難の○○

２１、♪８つの駅がある…♪（埼玉県）

２３、億ション、○○○○○

２４、○○○のため、住所が変わりました

２５、メールアドレスでよく使う点のこと

①
山
本
海
苔
店「
海
苔
茶
漬
」セ
ッ
ト

１０
名
様
に

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

４のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「１８号プレゼント係」宛、７月３１日必着でお送り

ください。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

『リタイア後は田舎で

暮らそう』

（講談社 ２００７年）

佐藤 彰啓著

Ｄ

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｈを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「１８号クロスワー

ド係」宛、７月３１日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

９

２２

と

Ｂ

ん

４

１４

Ｈ

「
私
は
行
か
な
い
け
ど
、
あ
な
た
が
行
く
の
は
い
い
わ
。」

最
近
は
こ
ん
な
形
の
田
舎
暮
ら
し
が
多
い
、
と
佐
藤
さ
ん
は

語
る
。
そ
し
て
、
子
育
て
を
終
え
た
定
年
世
代
に
と
っ
て
、
こ

れ
も
お
互
い
の
自
己
実
現
の
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
、
と
言

う
。も

ち
ろ
ん
、
こ
の
書
で
は
夫
婦
同
意
の
田
舎
暮
ら
し
を
理
想

と
し
て
い
る
の
だ
が
、
妻
は
都
会
、
夫
は
田
舎
と
い
う
形
に
も

思
い
切
っ
て
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
佐
藤
さ
ん
の
現
実
感
覚

が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
思
う
。

佐
藤
彰
啓
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
出
版
社
に
つ
と
め
た
が
、

退
社
し
て
１
９
９
０
年
に
東
京
四
谷
の
「
ふ
る
さ
と
情
報
館
」

を
設
立
し
、
都
会
人
の
田
舎
暮
ら
し
を
不
動
産
の
紹
介
を
含
め

て
、
支
援
し
て
き
た
。彼
の
紹
介
で
田
舎
に
移
り
住
ん
だ
人
は
、

３
０
０
０
人
に
達
す
る
と
い
う
。

「
田
舎
暮
ら
し
は
男
の
ロ
マ
ン
、
女
の
ガ
マ
ン
」
と
も
い
わ

れ
、
定
年
後
の
男
性
に
は
田
舎
暮
ら
し
の
願
望
を
持
つ
人
が
多

い
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
妻
の
同
意
も
得
ら
れ
ず
、
定
年

に
な
っ
て
も
立
ち
尽
く
し
て
い
る
人
が
大
部
分
の
よ
う
だ
。
本

書
は
そ
ん
な
定
年
立
ち
尽
く
し
組
の
人
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
参
考
書
と
し
て
最
適
だ
。

ぜ
□ー

６

８

１７

２１

２５

■ナ

れ

Ｆ

□ー

ぷ

３

１２

１６

■

パズル制作・構成：Zero Page

コ

５

１１

２０

Ｃ

１３

１９

④「
醗
酵
ウ
コ
ン
粒
」を

１０
名
様
に

②
安
心
光
「
て
る
て
る

ボ
ー
ル
」を
３０
名
様
に

③
「
今
す
ぐ
で
き
る
！
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
」
本
を
５
名
様
に

２

２３

Ｅ

７

Ｇ

Ａ

１

１０

１５

１８

２４

▶
応
募
方
法

１７号の正解は

「チイキヅクリ」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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